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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　
 

翻　
　
　

訳東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
学
の
伝
播
経
路
（
一
）

─
─
日
本
・
中
国
の
「
法
学
通
論
」
か
ら
台
湾
の
「
法
学
緒
論
」
へ
─
─

王　
　
　

泰　

升

坂
口　

一
成
／
訳

訳
者
ま
え
が
き

　

以
下
に
掲
載
す
る
の
は
、
王
泰
升
教
授
（
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
。
二
〇
一
九
年
に
教
育
部
（
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相
当
）
よ

り
「
国
家
講
座
教
授
」
を
受
賞
）
の
「
一
条
東
亜
法
学
伝
逓
的
路
径
：
従
日
本
、
中
国
的
「
法
学
通
論
」
到
台
湾
的
「
法
学
緒
論
」」

を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
は
、
王
教
授
が
現
在
執
筆
を
進
め
て
い
る
そ
の
著
書
『
建
構
台
湾
法
学
：
欧
美
日
中
経
験
的
彙

整
』（
二
〇
二
〇
年
完
成
予
定
。『
台
湾
法
学
の
構
築
：
欧
米
日
中
の
経
験
の
彙
集
・
整
理
』
─
─
坂
口
訳
）
の
第
四
章
「
戦
後
台
湾

「
法
学
緒
論
」
的
知
識
系
譜
：
源
自
明
治
日
本
及
民
国
中
国
」
を
、
日
本
の
読
者
向
け
に
若
干
補
筆
し
た
上
で
、
タ
イ
ト
ル
を
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
明
治
以
降
、
西
洋
近
代
法
（
学
）
の
継
受
に
努
め
た
。
そ
し
て
清
末
か
ら
中
華
民
国
期
ま
で
の
中
国
と
一
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翻　　　訳

八
九
五
年
以
降
の
台
湾
の
法
（
学
）
は
、
そ
う
し
た
日
本
の
法
（
学
）
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
。
と
り
わ
け
台
湾
は
一
八
九

五
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
以
降
も
そ
う
し
た
中
華
民
国
の
統
治
の
下
で
、
今
日
で
も
日
本
を

比
較
法
・
外
国
法
研
究
の
主
な
対
象
国
の
一
つ
と
し
て
い
る
（
例
え
ば
蔡
秀
卿
・
王
泰
升
編
『
台
湾
法
入
門
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇

一
六
年
）、
特
に
王
泰
升
（
宮
畑
加
奈
子
訳
）「
第
一
章　

台
湾
法
の
歴
史
」
参
照
）。

　

同
論
文
は
こ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
を
出
発
点
と
す
る
、
日
本
化
さ
れ
た
西
洋
近
代
法
（
学
）
の
中
国
・
台
湾
へ
の
伝
播

お
よ
び
各
自
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
の
態
様
・
背
景
を
、「
法
学
通
論
」・「
法
学
緒
論
」
と
い
う
「
法
学
の
基
本
概
念
」
を
教
授
す
る
講
義

科
目
や
そ
の
教
科
書
を
素
材
と
し
て
、
具
体
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
同
論
文
は
、
台
湾
法
・
中
国
法
を
対
象
と

す
る
比
較
法
（
史
）
研
究
に
裨
益
す
る
の
み
な
ら
ず
、
明
治
・
大
正
期
の
日
本
が
「
輸
出
」
し
た
法
学
の
辿
っ
た
道
、
あ
る
い
は
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
法
の
歴
史
的
位
置
を
確
認
で
き
る
点
で
、
日
本
法
を
対
象
と
す
る
比
較
法
（
史
）
研
究
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
邦
訳
し
て
、
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

な
お
、
翻
訳
作
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
山
本
展
彰
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
に
ご
助
力
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

【
凡
例
】

・
下
線
は
い
ず
れ
も
著
者
に
よ
る
。
引
用
文
中
の
著
者
注
は
「（
著
者
注
：
…
…
）」
と
す
る
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
著
者
が
新
式

の
標
点
符
号
を
加
え
た
。

・
〔　

〕
は
訳
者
注
で
あ
る
こ
と
を
、［　

］
は
特
に
注
記
の
な
い
限
り
中
国
語
の
原
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

・
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

一　

は
じ
め
に
：
あ
る
台
湾
の
法
学
者
の
「
法
学
緒
論
」
経
験

　
（
一
）
研
究
テ
ー
マ
の
由
来

　
（
二
）
法
学
知
識
の
構
築
プ
ロ
セ
ス

二　

分
析
対
象
の
著
作
お
よ
び
研
究
方
法

　
（
一
）
研
究
テ
ー
マ
に
照
準
を
合
わ
せ
た
史
料
収
集

　
（
二
）
研
究
方
法
に
関
す
る
補
足
説
明

三　

戦
前
日
本
の
法
学
通
論

　
（
一
）
明
治
前
期
に
お
け
る
「
法
学
通
論
」
の
創
設

　
　

1　

明
治
初
期
の
法
学
教
育
の
概
況

　
　

2　

法
学
通
論
科
目
の
創
設
お
よ
び
展
開

　
（
二
）
戦
前
日
本
に
お
け
る
法
学
通
論
の
盛
衰

　
　

1　

帝
国
大
学
の
場
合

　
　

2　

私
立
法
律
学
校
の
場
合

　
（
三
）　

法
学
通
論
の
著
述
内
容

　
　

1　

執
筆
形
態

　
　

2　

想
定
さ
れ
た
科
目
の
内
容
（
以
上
、
本
号
）

四　

民
国
期
中
国
の
法
学
緒
論

五　

戦
後
台
湾
の
法
学
緒
論

六　

結
論
：
明
治
日
本
か
ら
民
国
中
国
を
経
て
、
戦
後
台
湾
に
至
っ
た
法
学
の
伝
播
径
路
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翻　　　訳

一　

は
じ
め
に
：
あ
る
台
湾
の
法
学
者
の
「
法
学
緒
論
」
経
験

（
一
）
研
究
テ
ー
マ
の
由
来

　

受
講
生
で
あ
っ
た
と
き
か
ら
、
教
員
と
な
っ
た
今
日
に
至
る
ま
で
、
筆
者
は
台
湾
の
法
律
学
系
で
開
か
れ
て
き
た
「
法
学
緒
論
」
科

目
に
対
す
る
好
奇
心
を
一
貫
し
て
持
ち
続
け
て
き
た
。
筆
者
は
一
九
七
八
年
九
月
に
台
湾
大
学
法
律
学
系
法
学
ク
ラ
ス
に
入
り
、
一
年

次
必
修
の
法
学
緒
論
の
教
室
で
、
韓
忠
謨
（「
教
授
」
等
の
敬
称
は
省
略
す
る
。
以
下
同
じ
）
が
謹
厳
に
法
と
は
何
か
を
講
義
し
て
い

る
の
を
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
聴
い
て
い
た
。
一
九
九
三
年
八
月
に
母
校
に
戻
っ
て
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九

四
学
年
度
か
ら
は
、
今
度
は
自
分
が
学
生
に
選
択
科
目
と
な
っ
て
い
た
法
学
緒
論
の
講
義
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
二
〇
〇
四
学

年
度
（
二
〇
〇
五
年
七
月
ま
で
）
ま
で
の
一
一
年
間
続
い
た
。
そ
の
後
は
二
〇
一
〇
学
年
度
に
、
法
学
未
修
で
、
修
士
段
階
で
法
学
の

専
門
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
台
湾
大
学
学
際
的
法
律
学
研
究
所
の
学
生
に
向
け
て
、
法
学
緒
論
の
性
質
を
有
す
る
「
学
際
的
法
学
方

法
論
」（
選
択
科
目
）
を
開
設
し
た
に
止
ま
る
。
台
湾
法
史
の
研
究
者
と
し
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ

こ
う
し
た
科
目
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
な
ぜ
台
湾
大
学
法
律
学
系
は
一
九
八
三
学
年
度
か
ら
そ
れ
を
必
修
と
は
し
な
く
な
っ
た
が
、
二

年
間
休
講
し
た
後
の
一
九
八
五
学
年
度
か
ら
今
日
ま
で
、
な
お
選
択
科
目
の
一
つ
と
し
て
存
続
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
台
湾
市

場
に
お
け
る
法
学
諸
論
の
教
科
書
（「
法
学
概
論
」
や
「
法
学
入
門
」
と
称
す
る
も
の
も
少
数
な
が
ら
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
こ
で
は

同
類
と
す
る
。
以
下
同
じ
）〔
以
下
、
ま
と
め
て
「
法
学
緒
論
書
／
教
科
書
」
と
訳
す
。「
法
学
通
論
書
／
教
科
書
」
も
こ
れ
に
準
じ

る
〕
の
内
容
は
数
十
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
多
元
的
か
つ
自
由
闊
達
で
、
創
意
溢

れ
る
台
湾
法
学
の
議
論
と
あ
ま
り
調
和
し
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、「
法
学
の
新
入
生
」
に
と
っ
て
は
、
こ
の
選

択
科
目
に
も
一
定
の
意
義
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　
　

筆
者
は
か
つ
て
法
学
緒
論
の
教
科
書
を
執
筆
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
最
終
的
に
は
多
忙
の
故
に
断
念
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
に
、

筆
者
は
多
年
の
教
育
経
験
を
積
み
重
ね
た
後
、
あ
る
法
学
専
門
出
版
社
の
依
頼
に
応
え
、
理
想
と
す
る
法
学
緒
論
の
教
科
書
の
執
筆
に

着
手
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
誰
も
書
い
た
こ
と
の
な
い
台
湾
法
史
の
教
科
書
の
完
成
に
力
を
注
ぎ
、
ま
た
次
々
に
押
し
寄
せ
る
学
術

論
文
の
執
筆
の
た
め
、
法
学
緒
論
の
教
科
書
を
顧
み
る
余
裕
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
だ
が
二
〇
〇
五
年
に
筆
者
は
法
学
緒
論
を
休
講
し

て
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
短
期
在
外
研
究
を
行
い
、「
清
末
お
よ
び
民
国
時
代
の
中
国
と
西

洋
式
裁
判
所
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
」
の
研
究
を
進
め
た
際
に
、
民
国
期
中
国
（Republican China,

一
九
一
一
～
一
九
四

九
）
の
上
海
で
出
版
さ
れ
た
多
く
の
『
法
学
通
論
』
の
内
容
が
、
今
日
の
台
湾
で
よ
く
見
か
け
る
法
学
緒
論
教
科
書
と
非
常
に
似
通
っ

て
い
る
こ
と
を
偶
然
発
見
し
た
。
当
時
の
着
眼
点
は
西
洋
式
の
裁
判
所
制
度
お
よ
び
そ
の
運
営
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
類
似
性
の
学
術

的
意
義
を
深
く
探
究
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
心
中
で
は
す
で
に
講
義
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
た
法
学
緒
論

を
気
に
掛
け
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
数
篇
の
法
史
の
論
文
を
整
理
し
て
一
書
に
ま
と
め
、「
法
律
条
文
か
ら
法
社
会
へ
の
発
展
プ
ロ

セ
ス
お
よ
び
そ
の
可
能
な
プ
ロ
セ
ス
」
の
解
釈
を
通
じ
て
、「
歴
史
的
思
惟
の
あ
る
法
学
」
を
提
唱
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
特
に
同
書

の
筆
頭
の
章
と
し
て
「
法
学
研
究
の
対
象
」
を
書
き
下
ろ
し
た
。
そ
の
内
容
は
ミ
ク
ロ
版
法
学
緒
論
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
同
章
の

内
容
は
か
つ
て
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
版
『
法
学
緒
論
』：
社
会
的
関
心
を
も
っ
た
法
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
法
学
雑
誌
で
公
表
し
、

か
つ
て
書
き
終
え
な
か
っ
た
法
学
緒
論
の
教
科
書
に
関
す
る
遺
憾
の
念
を
少
し
で
も
補
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
再
び
か
ま
ど
に
火
を
く
べ
て
教
科
書
を
執
筆
す
る
の
で
は
な
く
、
法
学
史
の
観
点
か
ら
、
法
学
緒
論
の
知
識
系
譜
上
の
淵

源
を
辿
り
た
い
。
筆
者
は
二
〇
一
三
年
に
再
び
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
短
期
在
外
研
究
を
し
、
論
文
を
執
筆
し
、
次
の
こ

と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
日
本
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）
に
お
け
る
法
適
用
上
の
「
法
源
」
の
一
つ
で
あ
る
「
慣
習
」、

す
な
わ
ち
「
慣
習
法
」
に
関
す
る
概
念
お
よ
び
要
件
は
、
民
国
期
中
国
の
法
学
界
に
よ
り
踏
襲
さ
れ
た
。
そ
の
後
中
国
が
新
た
に
公
布

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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翻　　　訳

し
た
民
法
典
の
慣
習
に
関
す
る
条
文
の
規
定
は
日
本
と
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
学
説
お
よ
び
実
務
の
立
場
が
変
わ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
概
念
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
民
国
中
国
の
法
学
者
お
よ
び
法
実
務
家
が
、
中
華
民
国
法
の
施

行
と
共
に
戦
後
台
湾
（
一
九
四
五
年
か
ら
今
日
）
に
持
ち
込
ん
だ
。
今
日
で
も
そ
れ
ら
は
台
湾
法
律
界
の
通
説
で
あ
る
。
し
か
も
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
議
論
す
る
た
め
に
明
治
日
本
で
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
を
読
ん
だ
際
に
、

そ
の
内
容
が
現
代
台
湾
の
法
学
緒
論
教
科
書
に
か
な
り
似
て
い
た
こ
と
か
ら
、
再
び
あ
る
種
の
親
近
感
を
覚
え
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た

法
学
緒
論
が
「
法
源
」
に
つ
い
て
必
ず
言
及
す
る
「
慣
習
法
」
の
概
念
が
、「
明
治
日
本
」
か
ら
出
発
し
、
ま
ず
「
民
国
中
国
」
に
伝

わ
り
、
そ
の
後
「
戦
後
台
湾
」
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
法
学
通
論
／
法
学
緒
論
が
担
っ
た
法
学
の
基
本
概
念
も
、
同

様
の
経
路
で
台
湾
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
連
想
し
た
。
こ
れ
は
同
時
に
東
ア
ジ
ア
全
体
の
法
学
の
発
展
に
関
す
る
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
二
）
法
学
知
識
の
構
築
プ
ロ
セ
ス

　

台
湾
の
法
学
緒
論
の
学
術
知
識
を
辿
っ
て
い
け
ば
、
台
湾
法
学
史
研
究
を
さ
ら
に
精
緻
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
西
洋
に
由
来

す
る
近
代
法
学
の
台
湾
に
お
け
る
発
展
か
ら
見
る
と
、
日
本
統
治
時
代
に
お
い
て
は
、
台
湾
的
特
色
を
比
較
的
有
す
る
「
旧
慣
法
学
」

か
ら
、
日
本
法
学
の
分
枝
と
し
て
の
「
内
地
延
長
法
学
」
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
戦
後
は
ま
ず
縦
向
き
に
日
本
統
治

下
の
台
湾
を
継
承
し
、
ま
た
横
向
き
に
は
民
国
中
国
を
移
植
し
、
さ
ら
に
権
威
主
義
的
支
配
者
が
受
忍
可
能
な
範
囲
内
で
、
限
定
的
に

現
代
欧
米
の
法
制
度
お
よ
び
学
説
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
が
最
終
的
に
政
治
に
お
け
る
自
由
民
主
化
を
経
て
、
台
湾
の
実
定
法
ま
た
は
学

界
の
主
流
と
な
っ
た
。
実
証
可
能
な
台
湾
の
法
学
の
基
本
概
念
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
法
制
度
の
交
替
を
経
て
今
日
に

至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
明
治
期
の
日
本
法
学
界
が
構
築
し
た
法
学
知
識
で
あ
り
、
日
本
統
治
時
代
の
旧
慣
法
学
と
今
日
の
法
学
が
立
脚

（
5
）

（
6
）
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す
る
基
本
概
念
（
例
え
ば
慣
習
を
法
源
と
す
る
要
件
）
は
実
は
同
源
で
あ
り
、
し
か
も
当
時
の
「
社
会
的
慣
習
の
国
家
法
化
」
の
経
験

は
、
今
日
で
も
再
現
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
こ
こ
か
ら
、
五
〇
年
間
の
日
本
統
治
終
了
時
に
台
湾
社
会
に
存
在
し
て
い
た
法
学
の
基
本

概
念
が
、
一
九
四
五
年
か
ら
台
湾
で
施
行
さ
れ
た
中
華
民
国
法
制
の
拠
っ
て
立
つ
も
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
で
あ
り
、
当
時
の
日
中
の
両

国
家
法
秩
序
の
台
湾
に
お
け
る
接
続
の
助
け
と
な
っ
た
は
ず
だ
、
と
推
論
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
以
上
の
こ
と
か
ら
、
知
識
系

譜
に
お
い
て
法
学
緒
論
教
科
書
が
示
す
「
明
治
日
本
→
民
国
中
国
→
戦
後
台
湾
」
の
軌
跡
に
よ
り
、
台
湾
法
学
発
展
の
重
要
な
動
線
を

具
体
的
か
つ
精
緻
に
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
れ
を
例
に
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
特
定
の
法
学
科
目
、
例
え
ば
契
約
法
、
不
法
行

為
法
、
物
権
法
等
に
つ
い
て
も
歴
史
的
考
察
を
行
い
（
後
述
す
る
筆
者
が
各
国
の
図
書
館
で
探
し
求
め
た
プ
ロ
セ
ス
を
参
考
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
）、
よ
り
多
様
な
知
識
の
発
展
の
軌
跡
を
発
掘
し
、
台
湾
法
学
史
の
内
容
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
法
学
史
研
究
は
、
今
日
の
台
湾
の
法
学
緒
論
の
内
容
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
省
察
す
る
助
け
と
な
ろ
う
。
台
湾
の
法
律
家

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
法
学
の
基
本
概
念
の
源
泉
で
あ
る
法
学
緒
論
が
、
な
お
時
間
に
お
い
て
一
〇
〇
年
以
上
も
前
の
、
ま
た
地
理

的
に
日
本
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
知
識
内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
す
で
に
現
代
欧
米
法
を
吸
収
し
た
現

代
台
湾
の
法
制
度
お
よ
び
法
学
の
ニ
ー
ズ
に
そ
れ
が
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然
に
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
法
学
緒
論
教
科
書
の
知
識
内
容
を
再
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
じ
て
い
る
不
足
を
埋
め
る
べ
き
か
否
か
を
考

え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
台
湾
の
法
学
緒
論
教
科
書
に
お
け
る
法
学
の
基
本
概
念
が
如
何
に
し
て
明
治
日
本
で
生
ま

れ
、
ま
た
民
国
中
国
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
戦
後
台
湾
に
移
入
さ
れ
た
か
、
と
い
う
歴
史
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
共
に
、

「
歴
史
的
思
維
の
法
学
」
の
立
場
か
ら
は
、
歴
史
的
要
素
を
考
察
し
た
後
に
法
的
な
判
断
を
下
し
、
法
学
緒
論
が
目
下
の
苦
境
を
解
決

す
る
た
め
に
な
す
べ
き
変
革
を
提
起
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
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二　

分
析
対
象
の
著
作
お
よ
び
研
究
方
法

（
一
）
研
究
テ
ー
マ
に
照
準
を
合
わ
せ
た
史
料
収
集

　

台
湾
第
一
世
代
の
法
学
緒
論
書
の
作
者
の
一
人
で
あ
る
韓
忠
謨
は
、
一
九
六
二
年
に
出
版
し
た
書
の
第
一
章
第
一
節
に
お
い
て
、
法

学
緒
論
類
の
論
述
の
起
源
を
説
明
せ
ん
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
思
想
界
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
一
般
法

学
」
が
興
隆
し
、
憲
法
、
民
法
、
商
法
、
刑
法
、
行
政
法
お
よ
び
民
事
・
刑
事
訴
訟
法
を
個
別
的
に
分
析
・
注
釈
し
た
後
、
そ
れ
ら
に

共
通
す
る
普
遍
的
な
種
類
概
念
（
例
え
ば
権
利
義
務
の
本
質
、
法
律
の
効
力
、
法
と
強
制
の
関
係
、
法
と
道
徳
習
俗
の
異
同
）
を
総
合

的
に
論
じ
る
法
律
学
の
総
論
を
形
成
し
、
公
法
・
私
法
の
各
分
野
を
概
括
的
に
紹
介
す
る
各
論
と
区
別
し
た
。
一
般
法
学
に
つ
い
て
は
、

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
法
哲
学
的
色
彩
が
濃
厚
な
「
法
学
緒
論
」（Einführung in die Rechtsw

issenschaft

）
類
の
著
作
が
流
行
し

た
。
東
ア
ジ
ア
の
日
本
お
よ
び
中
国
は
と
も
に
西
洋
法
制
を
継
受
し
た
。
日
本
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
の
一
般
法
学
に
相
当
す
る
書
籍
は

「
法
学
通
論
」
と
呼
ば
れ
た
。
中
国
の
学
者
が
日
本
の
名
称
を
踏
襲
し
、
問
世
し
た
著
作
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
諸
家
の
重
点
は
頗

る
異
な
っ
て
い
た
。
一
般
的
な
法
原
則
に
つ
い
て
形
式
的
な
概
念
を
叙
述
す
る
だ
け
で
、
重
要
な
法
分
野
に
つ
い
て
条
文
を
羅
列
し
、

学
生
に
法
制
度
の
大
意
を
掴
ま
せ
よ
う
と
し
た
著
作
や
、
法
思
想
お
よ
び
基
本
原
理
の
紹
介
に
比
較
的
注
意
を
払
う
と
共
に
、「
法
学

緒
論
」
ま
た
は
「
法
律
学
概
論
」
と
名
付
け
ら
れ
た
著
作
も
あ
っ
た
。

　

韓
忠
謨
等
の
論
述
に
つ
い
て
は
細
か
な
点
で
補
充
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
法
学
緒
論
が
戦
前
の
日
本
、
特
に
そ
の

明
治
期
（
時
間
的
に
は
ち
ょ
う
ど
中
国
の
民
国
期
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
か
ら
、
民
国
中
国
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
戦
後
台
湾
に

伝
来
し
た
法
学
知
識
の
伝
播
経
路
を
精
確
に
指
摘
し
て
い
た
。
台
湾
史
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
前
後
の
日
本
の
歴

史
を
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
前
日
本
の
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
歴
史
は
、
日
本
が
台
湾
を
統
治
し
て

（
7
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

い
た
た
め
、
同
時
に
台
湾
史
の
一
部
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
韓
忠
謨
が
述
べ
た
「
日
本
に
お
い
て
」
ド
イ
ツ
の
一
般
法
学
に
相

当
す
る
も
の
が
「
法
学
通
論
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
の
は
、
概
ね
台
湾
史
を
論
じ
る
際
の
い
わ
ゆ
る
「
戦
前
日
本
」
に
相
当
す
る
。
法

学
通
論
を
「
踏
襲
」
し
た
中
国
と
い
う
の
は
、
台
湾
史
に
お
い
て
は
一
九
四
九
年
に
中
央
政
府
が
台
湾
に
移
転
し
て
き
た
中
華
民
国
で

あ
り
、
中
国
史
に
お
け
る
「
民
国
期
中
国
」
を
指
す
。
も
と
よ
り
中
国
の
法
制
度
は
、
清
末
の
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
戦
前
の
日
本
の
影

響
を
受
け
て
い
た
が
、
当
時
の
中
国
は
台
湾
を
統
治
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
清
末
中
国
に
お
け
る
「
西
洋
法
継
受
」
が
台
湾

と
関
係
す
る
理
由
は
、
清
末
か
ら
続
く
民
国
期
中
国
の
法
制
度
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
台
湾
で
施
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た

こ
れ
に
よ
り
台
湾
史
は
「
戦
後
」
期
に
入
っ
た
（
一
九
四
五
年
か
ら
今
日
ま
で
）。
民
国
中
国
か
ら
来
た
韓
忠
謨
等
の
法
学
者
が
台
湾

で
執
筆
し
た
法
学
緒
論
教
科
書
は
、
す
で
に
「
戦
後
台
湾
」
の
産
物
に
当
た
る
。

　

本
稿
は
台
湾
史
に
立
脚
し
て
、
法
学
通
論
／
法
学
緒
論
書
を
、
戦
前
・
戦
後
を
分
水
嶺
と
し
た
上
で
、
出
版
の
時
期
お
よ
び
地
点
に

よ
り
、
①
戦
前
日
本
の
法
学
通
論
、
②
民
国
期
中
国
の
法
学
通
論
、
③
戦
後
台
湾
の
法
学
緒
論
に
分
け
る
。
そ
し
て
各
時
代
ま
た
は
地

域
の
法
学
の
発
展
に
対
し
て
一
定
の
学
術
的
な
重
要
性
ま
た
は
影
響
力
の
あ
っ
た
著
名
な
作
者
の
著
作
を
対
象
と
し
て
、
そ
こ
で
論
じ

ら
れ
て
い
る
法
学
の
基
本
概
念
を
整
理
し
、
明
治
日
本
に
お
け
る
西
洋
法
継
受
か
ら
、
今
日
の
台
湾
に
至
る
ま
で
如
何
に
変
容
し
、
ま

た
は
進
化
し
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
こ
で
は
後
述
の
よ
う
に
関
連
書
籍
の
調
査
に
努
め
た
が
、
全
て
の
法
学
通
論
／
法
学
緒
論
書
を
検
討
対
象
と
し
た
と
い
う
趣
旨
で

は
な
い
。
そ
の
最
も
現
実
的
な
難
点
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、（
た
と
え
目
録
上
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
）
こ
の
種
の
書

籍
の
全
て
を
探
し
出
し
、
そ
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
中
国
の
清
末
民
初
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
難

し
い
。
も
っ
と
も
、
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
探
究
せ
ん
と
す
る
期
間
は
一
〇
〇
年
以
上
に
達
す
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
選

択
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
例
え
ば
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
明
治
期
日
本
の
法
学
通
論
書
は
、
そ
の
一
部
し
か
考

（
8
）
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察
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
論
じ
よ
う
と
す
る
テ
ー
マ
の
無
限
の
拡
張
を
避
け
る
た
め
、
明
治
日
本
、
民
国
中
国
ま
た
は
戦
後
台
湾

の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
に
、
そ
の
国
の
学
者
の
講
述
・
編
著
物
を
専
ら
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
原
則
と
し
て
外
国
の

学
者
の
著
作
の
翻
訳
は
検
討
し
な
い
。
例
え
ば
日
本
・
台
湾
の
学
者
が
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
法
学
通
論
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
清
末
中
国
の
学
者
が
日
本
の
法
学
通
論
書
を
翻
訳
し
た
も
の
は
、
法
学
通
論
の
国
際
的
伝
播
と
密
接
に
関
係
す
る
た
め
、
そ
の

全
体
的
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
法
学
界
の
重
要
な
学
者
と
は
い
え
ず
、
専
ら
国
家
公
務
員
試
験
等
の
た
め
に
執

筆
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
戦
後
台
湾
に
は
こ
う
し
た
書
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
れ
ら
は
た
と
え
容
易
に
入
手
で
き
た
と
し
て
も
、
法

学
の
発
展
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
意
義
は
限
定
的
で
あ
る
た
め
、
割
愛
す
る
。

　

本
研
究
は
ま
ず
、
台
湾
に
お
い
て
身
近
な
と
こ
ろ
で
民
国
中
国
・
戦
後
台
湾
の
中
国
語
［
華
文
］
で
執
筆
さ
れ
た
法
学
通
論
／
法
学

緒
論
書
を
収
集
し
、
テ
キ
ス
ト
分
析
の
対
象
と
す
る
。
筆
者
が
奉
職
す
る
台
湾
大
学
法
律
学
系
は
、
台
湾
ト
ッ
プ
の
法
学
教
育
機
関
で

あ
る
が
、
一
九
二
八
年
の
創
立
か
ら
日
本
統
治
終
了
の
一
九
四
五
年
ま
で
、
国
家
実
定
法
が
戦
前
日
本
法
で
あ
っ
た
た
め
、
民
国
中
国

に
お
い
て
中
国
語
で
執
筆
さ
れ
た
法
学
通
論
書
を
ほ
と
ん
ど
所
蔵
し
て
い
な
い
。
台
湾
は
戦
後
に
民
国
中
国
法
に
変
わ
っ
た
が
、
わ
ず

か
四
年
後
の
一
九
四
九
年
末
か
ら
、
共
産
党
中
国
と
政
治
上
分
離
し
、
執
筆
時
の
二
〇
一
八
年
ま
で
す
で
に
七
〇
年
近
く
が
経
っ
た
。

そ
の
た
め
民
国
中
国
で
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
間
に
出
版
さ
れ
た
数
点
や
、
そ
れ
よ
り

前
に
出
版
さ
れ
た
が
戦
後
台
湾
で
復
刻
版
（
ま
た
は
増
訂
版
）
が
出
版
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
台
湾
の
図
書
館
で
そ
の
痕
跡
を
発
見
す

る
こ
と
は
実
に
困
難
で
あ
る
。
台
湾
大
学
図
書
館
は
最
近
に
な
り
よ
う
や
く
、
現
代
中
国
の
学
術
界
で
起
き
た
「
民
国
ブ
ー
ム
」
に
よ

り
復
刻
さ
れ
た
民
国
期
の
法
学
通
論
書
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
研
究
が
こ
う
し
た
文
献
を
把
握
す
る
大
き
な
助

け
と
な
っ
た
が
、
な
お
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
の
台
湾
に
お
い
て
は
す
で
に
、
主
に
民
国
中
国
か
ら
や

っ
て
来
た
外
省
人
の
法
学
者
が
出
版
し
た
、「
法
学
通
論
」
で
は
な
く
「
法
学
緒
論
」
と
名
付
け
ら
れ
た
著
作
が
あ
っ
た
（
詳
し
く
は
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

後
述
）。
た
だ
こ
れ
ら
戦
後
比
較
的
初
期
の
法
学
緒
論
書
の
中
で
、
台
湾
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
や
は
り
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
台
湾
の
第
二
世
代
・
第
三
世
代
の
法
学
者
は
引
き
続
き
法
学
緒
論
教
科
書
を
執
筆
し
、
し
か
も
今
日
の
台
湾
の
売
れ
筋

と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
書
名
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
戦
後
日
本
で
よ
く
見
る
「
法
学
入
門
」
を
採
用
す
る

も
の
も
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
分
析
の
対
象
書
を
よ
り
多
く
得
る
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
図
書
館
に
て
、
民
国
中
国
／
戦
後
台
湾
で
出

版
さ
れ
た
法
学
通
論
／
法
学
緒
論
書
を
探
し
求
め
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
一
貫
し
て
ア
メ
リ
カ
の
学
界
に
お
け
る
東

ア
ジ
ア
法
研
究
の
重
鎮
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
図
書
館
は
多
く
の
民
国
期
中
国
の
法
律
書
を
所
蔵
し
、
し
か
も
そ
れ
を
一
九
四
九
年
以

降
に
台
湾
の
中
華
民
国
で
出
版
さ
れ
た
も
の
と
つ
な
げ
る
一
方
で
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
一
九
四
九
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
法

律
書
と
は
区
別
し
、
二
つ
の
異
な
る
法
域
の
図
書
と
し
て
エ
リ
ア
を
分
け
て
典
蔵
し
て
い
る
。
筆
者
は
比
較
対
照
し
た
後
、
こ
の
領
域

の
蔵
書
が
比
較
的
手
薄
な
台
湾
大
学
図
書
館
に
は
な
い
民
国
中
国
ま
た
は
一
九
七
〇
年
代
以
前
の
戦
後
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論

／
法
学
緒
論
書
を
、
当
該
図
書
館
が
少
な
く
と
も
一
〇
冊
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
各
書
の
作
者
の
学

術
的
な
重
要
性
ま
た
は
影
響
力
を
参
考
に
し
、
そ
こ
か
ら
五
冊
の
み
を
選
ん
で
テ
キ
ス
ト
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

先
述
の
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
調
査
と
は
別
に
、
戦
前
日
本
の
法
学
通
論
書
に
つ
い
て
は
台
湾
・
日
本
両
国
の
図
書
館
を
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
台
湾
大
学
社
会
科
学
院
図
書
館
の
蔵
書
に
は
民
国
中
国
の
中
国
語
の
法
律
書
は
少
な
い
が
、
戦
前
日
本
の
日
本
語

で
執
筆
さ
れ
た
法
律
書
は
多
い
。
そ
れ
ら
は
一
九
一
九
年
創
立
の
台
北
高
等
商
業
学
校
（
後
に
台
湾
大
学
法
学
院
に
吸
収
合
併
）
お
よ

び
一
九
二
八
年
創
立
の
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
政
学
科
（
台
湾
大
学
法
律
学
系
の
前
身
）
の
各
講
座
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
も
ち
ろ
ん
法
学
通
論
書
も
あ
る
が
、
建
学
が
若
干
遅
か
っ
た
た
め
、
明
治
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
対
象
を
明
治
期

に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
に
広
げ
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
を
利
用
す
る
と
共
に
、
日
本
の
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
類

（
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書
を
閲
覧
し
た
上
で
、
台
湾
大
学
社
会
科
学
院
図
書
館
の
「
日
本
統
治
期
蔵
書
」
を
加
え
、
戦
前
日
本
に
お
い
て
法
学
通
論
書
（「
法

学
入
門
」
等
の
書
名
も
ご
く
少
数
な
が
ら
あ
る
）
を
執
筆
し
た
四
三
名
の
法
学
者
お
よ
び
そ
の
著
作
を
探
し
出
し
、
各
作
者
の
学
歴
・

研
究
歴
の
概
要
を
調
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
そ
こ
か
ら
学
術
的
影
響
力
が
比
較
的
あ
っ
た
一
七
名
の
作
者
、
お
よ
び
そ

の
述
ま
た
は
著
に
よ
る
計
二
六
冊
（
一
名
の
作
者
に
は
年
代
を
異
に
す
る
複
数
の
版
が
あ
り
う
る
）
の
法
学
通
論
書
を
選
び
、
テ
キ
ス

ト
分
析
の
対
象
と
し
た
。
ま
た
本
テ
ー
マ
の
考
察
を
進
め
る
必
要
、
特
に
後
に
詳
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
作
者
と
清
末
お
よ
び

民
国
中
国
の
法
律
界
と
の
関
係
と
の
密
接
さ
、
あ
る
い
は
当
該
日
本
語
著
作
の
中
国
語
の
翻
訳
が
あ
る
か
等
か
ら
、
焦
点
を
五
名
の
法

学
者
、
す
な
わ
ち
奥
田
義
人
、
織
田
萬
、
岡
田
朝
太
郎
、
梅
謙
次
郎
お
よ
び
穂
積
重
遠
の
法
学
通
論
書
に
絞
っ
た
。
さ
ら
に
五
名
の
法

学
者
の
関
連
す
る
作
品
の
う
ち
、
台
湾
大
学
に
は
蔵
書
が
な
く
、
ま
た
国
会
図
書
館
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
内
容
閲
覧
を
提
供
し
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
の
研
究
書
庫
に
入
っ
て
コ
ピ
ー
し
た
後
、
台
湾
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に

京
都
大
学
図
書
館
で
若
干
の
著
作
を
補
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
国
内
外
の
複
数
の
学
術
機
構
に
散
在
す
る
史
料
を
採
集
し
た
。
そ
し
て
本
研
究
は
テ
キ
ス
ト
分
析
を
行
う
書
籍
（
根

拠
と
し
う
る
現
物
が
あ
る
も
の
に
限
る
）
を
三
群
に
分
け
、
以
後
の
論
述
に
便
な
ら
し
め
る
た
め
、
表
に
整
理
し
た
（
表
一
～
三
参

照
）。
そ
れ
ら
の
著
作
・
テ
キ
ス
ト
は
概
ね
本
研
究
が
注
目
す
る
「
明
治
日
本
→
民
国
中
国
→
戦
後
台
湾
」
の
時
系
列
に
沿
っ
て
生
じ

た
法
学
緒
論
の
内
容
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
本
研
究
の
必
要
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
研
究
方
法
に
関
す
る
補
足
説
明

　

本
稿
は
各
種
の
学
説
ま
た
は
見
解
を
存
在
す
る
経
験
的
事
実
と
し
て
、
そ
の
変
遷
プ
ロ
セ
ス
を
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
一
般

に
言
わ
れ
る
学
説
史
・
法
思
想
史
の
範
疇
に
属
す
る
。
そ
の
た
め
、
法
史
研
究
と
し
て
の
議
論
の
重
点
は
各
種
の
学
説
ま
た
は
見
解
を
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

提
示
す
る
こ
と
に
あ
り
、
ど
の
学
説
ま
た
は
見
解
を
採
る
べ
き
か
の
判
断
に
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
法
の
経
験
的
事
実
は
、
あ
る
学

説
ま
た
は
見
解
が
如
何
な
る
時
空
の
環
境
の
下
で
提
起
さ
れ
た
も
の
「
で
あ
る
」
か
を
経
常
的
に
示
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
た
び
今
日

の
時
空
が
確
か
に
当
時
と
異
な
る
も
の
「
で
あ
る
」
と
す
れ
ば
、
本
稿
は
そ
れ
が
元
来
有
し
て
い
た
正
当
性
を
す
で
に
喪
失
し
、
変
更

「
す
べ
き
」
点
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
歴
史
的
思
惟
の
法
学
」
の
立
場
・
見
解
か
ら
出
発
し
、
理
論
的
認
識

を
超
越
し
、
実
践
的
評
価
の
レ
ベ
ル
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
歴
史
的
思
惟
の
法
学
は
社
会
的
条
件
お
よ
び
価
値
観
が
今

と
昔
で
は
異
な
る
と
い
う
状
況
下
で
、「
過
去
」
に
形
成
さ
れ
「
現
在
」
の
も
の
と
な
っ
た
法
学
緒
論
お
よ
び
そ
の
内
容
を
い
く
ば
く

か
「
変
更
」
す
べ
き
と
考
え
る
。
例
え
ば
観
察
対
象
を
追
加
し
、
ま
た
は
あ
る
論
点
を
深
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
未
来
」
を
よ

り
美
し
く
さ
せ
る
。

　

付
言
す
れ
ば
、
戦
後
日
本
の
「
法
学
入
門
」
類
の
書
籍
を
数
点
収
集
し
た
が
、
日
本
の
戦
後
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
稿
の
研
究
範
囲

を
超
え
て
い
る
。
同
様
に
、
民
国
期
中
国
の
法
学
通
論
に
関
す
る
種
々
の
発
展
が
、
そ
の
後
の
共
産
党
中
国
に
影
響
し
た
か
否
か
、
お

よ
び
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
も
、
有
意
義
な
学
術
課
題
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
本
研
究
が
追
究
し
よ
う
と
す
る
課
題
で
は
な
い
。
現

代
台
湾
・
日
本
・
中
国
の
比
較
研
究
を
す
る
と
す
れ
ば
、
先
に
こ
れ
ら
二
点
の
考
察
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
、
筆
者
の
手
に
は
余
る
。

三　

戦
前
日
本
の
法
学
通
論

（
一
）
明
治
前
期
に
お
け
る
「
法
学
通
論
」
の
創
設

1　

明
治
初
期
の
法
学
教
育
の
概
況

　

日
本
は
明
治
初
期
に
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の
法
学
教
育
を
導
入
し
た
。
一

（
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表
一　

戦
前
日
本
の
法
学
通
論
書

№

作　

者

出
版
年

出
版
地

書　

名

出
版
者

版

備　

考

一

山
田
喜
之
助 

著

一
八
八
七

東
京

法
学
通
論

作
者

初
版

博
聞
社
印
行

二

Ａ

奧
田
義
人 

述

一
八
八
九

東
京

法
学
通
論
（
英
吉
利
法
律
学
校

第
一
年
級
講
義
録
）

英
吉
利
法
律
学
校

初
版

Ｂ

一
九
〇
七

東
京

法
学
通
論

中
央
大
学

六
版

初
版
は
一
九
〇
五
年

Ｃ

不
詳

不
詳

法
学
通
論

政
治
経
済
社

不
詳

盧
弼
・
黄
炳
言
訳

三

岸
本
辰
雄 
述

一
八
九
〇

東
京

法
学
通
論

明
治
法
律
学
校
講
法
会

初
版

〔
原
表
記
は
『
灋
學
通
論
』〕

四

手
塚
太
郎 

著

一
八
九
三

京
都

法
学
通
論

日
本
同
盟
法
学
会

初
版

五

Ａ

織
田
萬 

述
／
著

一
八
九
四

東
京

法
学
通
論
（
和
仏
法
律
学
校
第

三
期
講
義
録
）

和
仏
法
律
学
校

不
詳

一
八
九
三
年
の
筆
記
版
あ
り

Ｂ

一
九
〇
七

上
海

法
学
通
論

商
務
印
書
館

初
版

劉
崇
佑
訳

Ｃ

一
九
一
七

東
京

改
訂
法
学
通
論

宝
文
館
・
有
斐
閣

初
版

六

中
村
進
午
・
織
田
萬 

述

一
八
九
六

東
京

法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
行

政
科
第
九
回
一
年
級
講
義
録
）

東
京
専
門
学
校

不
詳

七

鈴
木
喜
三
郎 

述

一
九
〇
〇

東
京

法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
政

治
経
済
科
第
六
回
一
学
年
講
義

録
）

東
京
専
門
学
校

不
詳

八

山
田
三
良 

講
述

一
九
〇
四

東
京

法
学
通
論

明
治
大
学
出
版
部

不
詳

初
版
は
一
九
〇
〇
年
と
推
測
さ

れ
る

九

鵜
沢
総
明 

著

一
九
〇
三

東
京

法
学
通
論
（
明
治
法
律
学
校
三

六
年
度
一
学
年
講
義
録
）

明
治
大
学
出
版
部
講
法
会

不
詳
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一
〇

Ａ

岡
田
朝
太
郎 

著

一
九
〇
八

東
京

法
学
通
論

富
山
房
・
有
斐
閣

初
版

Ｂ

一
九
〇
八

東
京

法
学
通
論

富
山
房
・
有
斐
閣

初
版

張
孝
栘
訳

Ｃ

一
九
一
一

北
京

法
学
通
論
（
京
師
法
学
堂
講
義

法
学
彙
編
第
一
冊
）

京
師
法
学
編
輯
社

初
版

Ｄ

一
九
二
〇

東
京

法
学
通
論

中
外
印
刷
株
式
会
社

七
版

一
一

Ａ

梅
謙
次
郎 
講
述

一
九
〇
九

東
京

法
学
通
論

法
政
大
学

不
詳

Ｂ

一
九
一
四

東
京

法
学
通
論

法
政
大
学

不
詳

牧
野
英
一
補
修

一
二

筧
克
彦 

述

一
九
一
〇

東
京

法
学
通
論

日
本
大
学

不
詳

一
三

三
潴
信
三 

著

一
九
一
八

東
京

近
世
法
学
通
論

有
斐
閣

初
版

作
者
の
最
初
の
著
作
は
『
法
学

通
論
』（
早
稲
田
大
学
、
一
九

〇
〇
年
）

一
四

金
森
徳
次
郎 

講
述

一
九
二
二

東
京

法
学
通
論

日
本
大
学

初
版

作
者
の
最
初
の
著
作
は
『
法
学

通
論
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九

一
六
年
）

一
五

孫
田
秀
春 

著

一
九
二
六

東
京

法
学
通
論

有
斐
閣

初
版

一
六

Ａ

穂
積
重
遠 

著

一
九
二
八

東
京

法
学
入
門

日
本
評
論
社

初
版

末
弘
厳
太
郎
編
輯
代
表
『
現
代

法
学
全
集
』
一
・
二
巻
所
収

Ｂ

一
九
四
四

東
京

法
学
通
論

日
本
評
論
社

初
版

一
二

刷

初
刷
は
一
九
四
一
年

一
七

増
田
福
太
郎 

著

一
九
三
六

東
京

法
学
序
説

巌
松
堂
書
店

初
版

作
者
は
台
北
帝
大
助
教
授
。
本

書
は
鄭
玉
波
が
台
湾
大
学
図
書

館
に
寄
贈

資
料
の
所
在
：
日
本
国
会
図
書
館
、
国
立
台
湾
大
学
社
会
科
学
院
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
京
都
大
学
図
書
館
。「
№
」
は
初
版
出
版
年
の
先
後
に
よ
る
。

出
所
：
林
峰
寧
・
王
泰
升
作
成
。
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表
二　

民
国
中
国
の
法
学
通
論
書

№

作　

者

出
版
年

出
版
地

書　

名

出
版
者

版

初
版
年

一

胡
挹
琪 

編

一
九
一
三

長
沙

法
学
通
論
（
政
法
述
義
第
一
種
）

集
成
書
社

再
版

一
九
〇
七
（
推
測
）

二

夏
勤
・
郁
嶷 

合
述
、

王
選 
疏

一
九
二
七

北
京

朝
陽
大
学
法
律
科
講
義
：

法
学
通
論

朝
陽
大
学

六
版

一
九
一
七

三

朱
采
真 
著

一
九
二
九

上
海

法
学
通
論

世
界
書
局

再
版

一
九
二
八

四

白
鵬
飛 

著

一
九
三
一

上
海

法
学
通
論

民
智
書
局

四
版

一
九
二
八

五

毛
家
騏 

編

一
九
三
一

広
州

法
学
通
論
（
政
治
教
程
第
五
種
）

中
央
陸
軍
軍
官
学
校
政
治
訓
練
処

初
版

六

丘
漢
平 

編

一
九
三
三

上
海

法
学
通
論

商
務
印
書
館

初
版

七

欧
陽
谿 

著

一
九
三
三

上
海

法
学
通
論
（
上
下
冊
）

会
文
堂
新
記
書
局

初
版

八

胡
慶
育 

著

一
九
三
三

上
海

法
学
通
論

太
平
洋
書
店

初
版

九

李
景
禧
・
劉
子
崧 

編

一
九
三
七

上
海

法
学
通
論

商
務
印
書
館

四
版

一
九
三
四

一
〇

胡
毓
傑 

著

一
九
三
九

北
平

法
学
綱
要

作
者

初
版

一
一

楼
桐
孫 

編
著

一
九
四
七

上
海

法
学
通
論

正
中
書
局

滬
八
版

一
九
四
〇

一
二

何
任
清 

著

一
九
四
六

上
海

法
学
通
論

商
務
印
書
館

三
版

一
九
四
五
（
重
慶
）

一
三

朱
祖
貽 

編
著

一
九
四
六

上
海

法
学
通
論

正
中
書
局

一
五
版

一
九
四
六

一
四

林
紀
東 

編
著

一
九
四
七

上
海

法
律
概
論

大
東
書
局

四
版

不
詳

資
料
の
所
在
：
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
図
書
館
。「
№
」
は
初
版
出
版
年
の
先
後
に
よ
る
。

出
所
：
林
峰
寧
・
王
泰
升
作
成
。

表
三　

戦
後
台
湾
の
法
学
緒
論
書

№

作　

者

出
版
年

出
版
地

書　

名

出
版
者

版

初
版
年
ほ
か

一

Ａ

林
紀
東 

著
／
編
著

一
九
五
三

台
北

法
学
通
論

遠
東
図
書
公
司

初
版

Ｂ

一
九
七
二

台
北

法
学
緒
論

国
立
編
訳
館

初
版

Ｃ

一
九
七
八

台
北

法
学
緒
論

五
南
図
書
出
版
公
司

初
版

二

梅
仲
協 

著

一
九
六
七

台
北

法
学
緒
論

華
岡
出
版
部

新
一
版

一
九
五
四

三

管
欧 

編
著

一
九
五
八

台
北

法
学
緒
論

作
者

四
版

一
九
五
五

四

Ａ

鄭
玉
波 

編
著
／
著

一
九
五
六

台
北

法
律
学
概
論

三
民
書
局

初
版

Ｂ

一
九
六
五

台
北

法
学
緒
論

三
民
書
局

三
版

Ｃ

一
九
九
九

台
北

法
学
緒
論
（
修
訂
新
版
）

三
民
書
局

一
三
版

黄
宗
楽
修
訂

Ｄ

二
〇
一
六

台
北

法
学
緒
論

三
民
書
局

修
訂
二
二
版

五

蔡
蔭
恩 

著

一
九
七
四

台
北

法
学
緒
論

作
者

修
訂
三
版

一
九
五
六

六

韓
忠
謨 

著

一
九
七
七

台
北

法
学
緒
論

作
者

六
版

一
九
六
二

七

李
岱 

著

一
九
六
六

台
北

法
学
緒
論

台
湾
中
華
書
局

初
版

八

姚
淇
清 

著

一
九
八
四

台
北

法
学
緒
論
（
含
民
法
大
意
）

作
者

九
版

一
九
七
三

九

劉
得
寛 

著

一
九
八
六

台
北

法
学
入
門

五
南
図
書
出
版
公
司

初
版

一
〇

梁
宇
賢 

編
著

一
九
九
六

台
北

法
学
緒
論

作
者

修
訂
五
版

一
九
八
七

一
一

Ａ

王
海
南
ほ
か 

著

一
九
九
三

台
北

法
学
入
門

月
旦
出
版
社

初
版

Ｂ

二
〇
〇
三

台
北

法
学
入
門

元
照
出
版
社

修
訂
版
（
五
版
）

Ｃ

二
〇
一
六

台
北

法
学
入
門

元
照
出
版
社

一
五
版

一
二

Ａ

陳
恵
馨 

著

一
九
九
五

台
北

法
学
概
論

三
民
書
局

初
版

Ｂ

二
〇
一
七

台
北

法
学
概
論

三
民
書
局

一
五
版

資
料
の
所
在
：
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
図
書
館
、
王
泰
升
の
個
人
蔵
書
。「
No．
」
は
初
版
出
版
年
の
先
後
に
よ
る
。

出
所
：
林
峰
寧
・
王
泰
升
作
成
。
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表
三　

戦
後
台
湾
の
法
学
緒
論
書

№

作　

者

出
版
年

出
版
地

書　

名

出
版
者

版

初
版
年
ほ
か

一

Ａ

林
紀
東 

著
／
編
著

一
九
五
三

台
北

法
学
通
論

遠
東
図
書
公
司

初
版

Ｂ

一
九
七
二

台
北

法
学
緒
論

国
立
編
訳
館

初
版

Ｃ

一
九
七
八

台
北

法
学
緒
論

五
南
図
書
出
版
公
司

初
版

二

梅
仲
協 

著

一
九
六
七

台
北

法
学
緒
論

華
岡
出
版
部

新
一
版

一
九
五
四

三

管
欧 
編
著

一
九
五
八

台
北

法
学
緒
論

作
者

四
版

一
九
五
五

四

Ａ

鄭
玉
波 

編
著
／
著

一
九
五
六

台
北

法
律
学
概
論

三
民
書
局

初
版

Ｂ

一
九
六
五

台
北

法
学
緒
論

三
民
書
局

三
版

Ｃ

一
九
九
九

台
北

法
学
緒
論
（
修
訂
新
版
）

三
民
書
局

一
三
版

黄
宗
楽
修
訂

Ｄ

二
〇
一
六

台
北

法
学
緒
論

三
民
書
局

修
訂
二
二
版

五

蔡
蔭
恩 

著

一
九
七
四

台
北

法
学
緒
論

作
者

修
訂
三
版

一
九
五
六

六

韓
忠
謨 

著

一
九
七
七

台
北

法
学
緒
論

作
者

六
版

一
九
六
二

七

李
岱 

著

一
九
六
六

台
北

法
学
緒
論

台
湾
中
華
書
局

初
版

八

姚
淇
清 

著

一
九
八
四

台
北

法
学
緒
論
（
含
民
法
大
意
）

作
者

九
版

一
九
七
三

九

劉
得
寛 

著

一
九
八
六

台
北

法
学
入
門

五
南
図
書
出
版
公
司

初
版

一
〇

梁
宇
賢 

編
著

一
九
九
六

台
北

法
学
緒
論

作
者

修
訂
五
版

一
九
八
七

一
一

Ａ

王
海
南
ほ
か 

著

一
九
九
三

台
北

法
学
入
門

月
旦
出
版
社

初
版

Ｂ

二
〇
〇
三

台
北

法
学
入
門

元
照
出
版
社

修
訂
版
（
五
版
）

Ｃ

二
〇
一
六

台
北

法
学
入
門

元
照
出
版
社

一
五
版

一
二

Ａ

陳
恵
馨 

著

一
九
九
五

台
北

法
学
概
論

三
民
書
局

初
版

Ｂ

二
〇
一
七

台
北

法
学
概
論

三
民
書
局

一
五
版

資
料
の
所
在
：
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
図
書
館
、
王
泰
升
の
個
人
蔵
書
。「
No．
」
は
初
版
出
版
年
の
先
後
に
よ
る
。

出
所
：
林
峰
寧
・
王
泰
升
作
成
。
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八
七
二
年
、
明
治
政
府
が
「
明
法
寮
」
と
い
う
名
称
で
開
設
し
た
司
法
省
法
学
校
（
正
則
科
は
一
八
八
四
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
速
成

科
の
廃
止
は
一
八
八
七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
）
は
、
司
法
官
養
成
を
目
的
と
し
た
日
本
初
の
法
学
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招
聘
し
た
法
学
者
が
フ
ラ
ン
ス
法
を
講
義
し
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
講
義
し
た
た
め
通
訳
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
正
則
科
の
入
学
試
験
科
目
、
す
な
わ
ち
入
学
者
に
期
待
す
る
基
礎
知
識
は
、
後
の
日
本
近
代
法
学
の
中
国
へ
の
伝
播

に
と
っ
て
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
た
織
田
萬
に
よ
れ
ば
、
受
験
生
が
小
学
校
で
学
ん
だ
漢
学
で
あ
り
、
試
験
問
題
に
登
場
し
た
の
は
『
論

語
』、『
資
治
通
鑑
』
と
い
っ
た
漢
籍
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
日
本
が
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
を
下
敷
き
に
し
て
、
近
代
西
洋
の

法
お
よ
び
法
学
を
学
ぶ
と
共
に
、
漢
字
に
よ
り
法
律
専
門
用
語
を
創
造
し
、
漢
字
化
さ
れ
た
西
洋
式
法
学
を
形
成
し
た
と
い
う
重
要
な

歴
史
的
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　

明
治
初
期
に
学
ん
だ
西
洋
法
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
由
来
す
る
英
米
法
系
も
含
ま
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
末
期
に
洋
学
を
継
受
し
た

開
成
所
を
引
き
継
い
で
明
治
元
年
に
成
立
し
た
開
成
学
校
で
は
、
一
八
七
四
年
の
「
東
京
開
成
学
校
本
科
法
学
科
」
の
科
目
表
に
よ
れ

ば
、
主
に
は
英
語
で
イ
ギ
リ
ス
法
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
東
京
開
成
学
校
は
一
八
七
七
年
に
東
京
医
学
校
と
合
併
し
て
東
京
大
学
と
な

っ
た
。
そ
の
法
学
部
で
は
な
お
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
員
が
英
米
法
を
講
義
し
て
い
た
が
、
海
外
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人
教

員
の
人
数
が
増
え
て
多
数
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
人
教
員
も
英
語
で
英
米
法
を
講
義
し
て
い
た
が
、
次
第
に
日
本
語
で
各
科
目
を
講
義

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
後
述
の
穂
積
陳
重
は
日
本
語
で
「
法
学
通
論
」
の
講
義
を
し
た
。
一
八
八
五
年
に
東
京
大
学
法
学
部
は
、

東
京
法
学
校
（
フ
ラ
ン
ス
法
を
講
義
し
て
い
た
先
述
の
司
法
省
法
学
校
正
則
科
の
後
身
）
を
併
合
し
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
第
一
科
と
、
フ

ラ
ン
ス
法
を
第
二
科
と
し
た
。
一
八
八
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
改
編
さ
れ
、
一
八
八
七
年
に
は
既
存
の
イ
ギ
リ
ス
法
・
フ

ラ
ン
ス
法
の
両
科
に
ド
イ
ツ
法
を
加
え
て
、
三
部
に
分
け
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
徐
々
に
日
本
法
典
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
改
編
さ

れ
、
三
部
は
そ
れ
ぞ
れ
英
・
仏
・
独
の
外
国
法
を
兼
修
科
目
と
し
た
。

（
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　
　

明
治
初
期
の
法
学
教
育
機
関
は
、
先
述
の
所
以
か
ら
イ
ギ
リ
ス
法
・
フ
ラ
ン
ス
法
の
二
大
系
統
に
分
か
れ
て
い
た
。
先
述
の
一
八
七

七
年
に
開
設
さ
れ
た
東
京
大
学
法
学
部
、
お
よ
び
一
八
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
専
修
学
校
（
専
修
大
学
の
前
身
）、
一
八
八
二
年
に
設

立
さ
れ
た
東
京
専
門
学
校
法
律
学
科
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）、
一
八
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
英
吉
利
法
律
学
校
（
東
京
法
学
院
（
一

八
八
九
年
改
称
）、
中
央
大
学
の
前
身
）、
一
八
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
は
イ
ギ
リ
ス
法
系
の
法
学
教
育
機
関

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
八
一
年
に
設
立
さ
れ
た
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
の
前
身
）
お
よ
び
東
京
法
学
校
（
一
八
八
九

年
設
置
の
和
仏
法
律
学
校
、
法
政
大
学
の
前
身
）
は
、
司
法
省
法
学
校
と
同
じ
く
明
治
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
法
学
教
育
機
関
で
あ

っ
た
。

2　

法
学
通
論
科
目
の
創
設
お
よ
び
展
開

　

西
洋
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
・
英
米
の
両
法
系
に
由
来
す
る
と
い
う
法
学
の
外
来
的
性
格
に
よ
り
、
法
学
に
初
め
て
触
れ
た
日
本
の
学

生
が
そ
れ
ま
で
の
教
育
ま
た
は
生
活
の
経
験
か
ら
法
学
の
基
本
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
基
本

概
念
を
紹
介
す
る
科
目
を
開
設
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
先
述
の
司
法
省
法
学
校
の
「
正
則
科
」
学
生
は
四
年
間
の
「
予
科
生
」、
四
年

間
の
「
本
科
生
」
の
時
間
を
か
け
て
「
法
律
学
」
を
専
攻
し
た
。
予
科
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
圧
倒
的
多
数
は
数
学
、
物
理
、
化
学
、

文
学
、
歴
史
、
地
理
等
の
基
礎
科
目
で
あ
っ
た
が
、
西
洋
法
の
基
本
概
念
に
関
係
す
る
ギ
リ
シ
ャ
史
・
ロ
ー
マ
史
、
お
よ
び
自
然
法

（
当
時
は
「
性
法
」
と
呼
ん
で
い
た
）
を
特
別
に
配
置
し
て
い
た
。
本
科
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
諸
法
、
例
え
ば
民
法
、
商
法
、
刑
法
、

行
政
法
、
治
罪
法
、
訴
訟
法
、
国
際
法
を
直
接
的
に
科
目
名
と
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
司
法
省
法
学
校
は
一
八
七
七
年
に
短
期
間
で

司
法
官
を
養
成
す
る
た
め
に
「
速
成
科
」
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
一
八
七
九
年
に
は
、
明
治
政
府
が
西
洋
式
法
典
を
施
行
し
て
日
本
に

お
け
る
西
洋
人
の
治
外
法
権
を
撤
廃
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
大
量
の
司
法
官
を
迅
速
に
養
成
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
速
成
科

（
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翻　　　訳

の
修
業
年
限
は
三
年
と
さ
れ
た
。
速
成
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
諸
法
科
目
と
模
擬
裁
判
の
ほ
か
、
一
年
次
に
は
日
本
民
法
典
を
起
草
し

た
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
（Boissonade

）
が
講
授
す
る
「
法
律
之
大
意
」
が
開
講
さ
れ
た
。
本
科
目
は
学
生
に
法

の
基
本
概
念
を
速
や
か
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

法
の
種
類
お
よ
び
そ
の
趣
旨
の
大
要
を
講
授
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
法
学
通
論
」
は
、
一
八
八
一
年
に
初
め
て
東
京
大
学
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
現
れ
た
。
一
八
八
一
年
に
東
京
大
学
総
理
の
加
藤
弘
之
は
、
穂
積
陳
重
教
授
の
意
見
に
よ
り
、
文
部
省
に
対
し
て
法
・

文
学
部
の
第
一
年
課
程
に
「
法
学
通
論
」（「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ヤ
・
オ
フ
・
ロ
ウ
」
と
注
記
し
た
。
こ
れ
は
「
法
の
百
科
全
書
」
の

意
味
で
あ
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
語
の
“Encyklopaedie

”を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
）
を
新
設
し
、
法
律
の
種
類
お
よ
び
そ
の
趣
旨

の
大
意
を
講
授
す
る
旨
の
伺
書
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
法
学
専
攻
の
学
生
に
ま
ず
法
全
体
の
大
意
を
会
得
さ
せ
て
、
し
か
る
後
に
二
年

次
か
ら
そ
の
細
目
を
教
導
し
よ
う
と
し
た
。
す
で
に
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
法
律
学
校
で
は
、
最
初
の
段
階
で
法
学
通
論
を
講
授

し
て
い
る
。
ま
た
政
治
学
な
い
し
は
哲
学
専
攻
の
学
生
も
法
学
通
論
を
履
修
す
れ
ば
、
そ
の
学
識
を
豊
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本
科

の
講
究
に
も
裨
益
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
法
学
通
論
は
一
八
八
一
年
九
月
か
ら
一
年
次
課
程
で
開
講
さ
れ
、
穂
積
陳
重
が
日
本
語
で
講
授

し
た
。『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覽
』
の
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）・
一
六
年
版
に
お
い
て
は
、「
法
学
通
論
」
の
課
程
内
容
が
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
法
学
通
論
ハ
法
学
第
一
年
生
ニ
法
律
全
体
ノ
大
要
ヲ
教
導
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
法
理

総
論
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
刑
法
、
商
法
、
訴
訟
法
、
治
罪
法
、
国
際
法
、
等
ノ
概
略
ヲ
講
シ
後
来
法
学
諸
科
ヲ
専
攻
ス
ル
ノ
階

梯
ト
ス
」。
そ
し
て
、
西
洋
の
学
者
が
執
筆
し
た
『
英
国
法
律
註
釈
』
一
冊
、『
法
律
原
論
』
一
冊
お
よ
び
『
法
学
通
論
』
二
冊
が
参
考

書
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　

法
学
通
論
が
日
本
の
明
治
前
期
と
い
う
こ
の
時
期
に
出
現
し
た
の
は
、
そ
の
法
学
の
発
展
に
お
け
る
構
造
的
要
素
が
あ
っ
た
。
一
八

（
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

六
八
年
の
明
治
維
新
開
始
以
降
、
外
来
の
近
代
法
／
西
洋
法
は
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
で
講
授
さ
れ
、
そ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
学
習

す
る
と
共
に
、
二
大
学
派
を
形
成
し
て
き
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
入
り
、
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
の
近
代
的
法
典
が
一
八
八
〇
年
に
公
布

さ
れ
た
。
ま
さ
に
こ
の
と
き
、
法
学
教
育
機
関
内
で
日
本
語
で
講
義
す
る
「
総
論
」
と
し
て
の
法
学
通
論
が
登
場
し
、
諸
法
科
目
の
講

義
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
穂
積
陳
重
は
ド
イ
ツ
に
倣
っ
て
法
学
通
論
を
設
置
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
法
学
教
育
に
お

い
て
ド
イ
ツ
を
範
と
す
る
こ
と
を
意
識
的
に
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
も

「
法
学
通
論
」
と
い
う
名
称
の
、
法
学
の
一
般
原
理
・
原
則
を
簡
要
に
講
授
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
よ
り
実
際
的
な
原
因

は
、
そ
う
し
た
手
法
が
当
時
の
日
本
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
法
学
の
一
般
原
理
・
原
則
を
簡

要
に
講
授
す
る
法
学
通
論
を
、
も
は
や
外
国
語
を
通
じ
て
で
は
な
く
（
例
え
ば
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
法
律
ノ
大
意
」
を

講
授
し
て
い
た
）、
直
接
日
本
語
で
講
授
し
、
そ
れ
に
よ
り
外
来
で
あ
る
が
、
す
で
に
日
本
語
化
さ
れ
た
法
学
の
基
本
概
念
の
総
体
を

確
立
し
な
け
れ
ば
、
日
本
自
身
の
近
代
法
学
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
人
文
社
会
系
（
法
学
を
除
く
。
以
下
同

じ
）
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
「
法
学
諸
科
ヲ
専
攻
ス
ル
」
必
要
は
な
か
っ
た
が
、
指
導
的
エ
リ
ー
ト
ま
た
は
官
僚
と
な
る
可

能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
戦
前
ド
イ
ツ
の
形
式
的
法
治
国
理
念
に
基
づ
き
、
国
が
す
で
に
継
受
し
た
西
洋
式
の
法
の
基
本
概
念
を
そ
れ
ら

に
伝
達
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

一
八
八
七
年
に
な
り
、
法
学
通
論
は
明
治
政
府
に
よ
る
私
立
法
律
学
校
に
対
す
る
監
督
を
通
じ
て
、「
官
定
」
科
目
の
一
つ
と
な
っ

た
。
一
八
八
六
年
に
明
治
政
府
は
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
を
公
布
し
、
法
科
大
学
長
を
兼
ね
る
帝
国
大
学
総
長
に
、
文
部
大
臣

が
選
定
し
た
東
京
府
下
の
特
定
の
私
立
法
律
学
校
を
監
督
す
る
権
限
を
与
え
た
。
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
私
立
法
律
学
校
は
専

修
学
校
、
明
治
法
律
学
校
、
東
京
専
門
学
校
、
東
京
法
学
校
（
現
法
政
大
学
）、
英
吉
利
法
律
学
校
の
い
わ
ゆ
る
「
五
大
法
律
学
校
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
政
府
の
法
学
教
育
統
制
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
広
義
の
自
由
民
権
運
動
の
一
部
に
属
す
る
私
立
法
律
学
校
に

（
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対
し
て
、
行
政
的
手
法
で
そ
れ
を
体
制
に
組
み
込
み
、
そ
れ
ら
を
一
般
公
務
員
の
給
源
に
し
よ
う
と
し
た
。
同
条
規
七
条
は
、
先
述
の

私
立
五
校
の
優
等
卒
業
生
に
判
事
登
用
試
験
免
除
の
優
遇
措
置
を
与
え
た
。
同
条
規
が
施
行
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
七
年
一
月
一
日
か

ら
一
八
八
八
年
五
月
四
日
ま
で
の
わ
ず
か
一
年
強
で
あ
っ
た
が
、
帝
国
大
学
が
私
立
大
学
の
教
育
内
容
に
直
接
介
入
し
た
こ
と
の
法
学

教
育
史
上
の
意
義
は
深
い
。
帝
国
大
学
総
長
は
法
科
大
学
職
員
か
ら
四
名
の
監
督
委
員
を
選
定
し
、
そ
れ
ら
は
常
時
お
よ
び
試
験
時
に

当
該
「
五
大
法
律
学
校
」
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
強
力
な
監
督
と
な
り
え
た
。
監
督
委
員
長
を
務
め
た
の
は
、
ま
さ
に
法

学
通
論
を
提
唱
し
、
か
つ
そ
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
穂
積
陳
重
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
に
よ
り
発
布

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
当
時
出
自
が
様
々
で
あ
り
、
ま
た
多
様
で
あ
っ
た
私
立
法
律
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
応
じ
て
、
特
別
に
フ

ラ
ン
ス
法
律
科
・
ド
イ
ツ
法
律
科
・
イ
ギ
リ
ス
法
律
科
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
法
律
科
目
を
配
置
し
て
い
た
が
、
第
一
年
課

程
に
は
一
律
に
「
法
学
通
論
」
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
私
学
の
教
育
の
「
質
」
を
維
持
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
権
威
主
義
的

な
政
府
の
規
制
措
置
は
、
外
来
の
法
学
知
識
を
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
す
る
機
能
を
有
す
る
法
学
通
論
科
目
を
普
及
さ
せ
、
法
学
の
基
本
概
念

の
全
国
統
一
を
果
た
し
た
。

　

な
お
こ
こ
で
、
明
治
期
の
法
学
教
育
に
お
け
る
法
学
通
論
の
地
位
が
、
特
別
監
督
条
規
の
施
行
停
止
に
よ
り
直
ち
に
揺
ら
い
だ
わ
け

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
明
治
政
府
は
そ
の
直
後
の
一
八
八
八
年
五
月
五
日
に
、「
法
律
学
政
治
学

又
ハ
理
財
学
ヲ
教
授
ス
ル
私
立
学
校
」
に
対
し
て
、
特
別
認
可
学
校
規
則
（
文
部
省
令
第
三
号
）
を
制
定
し
、
引
き
続
き
私
立
法
律
学

校
を
自
由
民
権
の
闘
士
の
揺
り
籠
か
ら
、
官
僚
養
成
の
補
助
機
関
へ
と
変
え
よ
う
と
し
た
。
同
規
則
二
条
は
「
特
別
認
可
学
校
」
た
る

も
の
は
修
業
年
限
を
三
年
以
上
と
し
た
上
で
、
学
生
が
列
挙
さ
れ
た
一
五
科
目
か
ら
七
科
目
以
上
を
学
修
す
る
た
め
に
一
定
の
科
目
を

開
設
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
一
五
科
目
の
内
の
一
つ
が
、
法
学
通
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
部
省
は
も
は
や
帝
国
大
学
総
長

を
通
じ
て
で
は
な
く
、
直
接
的
に
私
立
法
律
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
統
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
立
法
律
学
校
が
「
特
別
認
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

可
学
校
」
に
属
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
卒
業
生
は
公
務
員
と
な
る
機
会
に
よ
り
恵
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
特
に
司
法
官
試
験
の
受
験
資
格

が
認
め
ら
れ
、
ま
た
在
校
生
は
徴
兵
を
猶
予
さ
れ
え
た
。
そ
の
た
め
、
学
校
側
も
文
部
省
の
指
令
に
合
わ
せ
、
法
学
通
論
を
含
む
科
目

を
開
設
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
す
で
に
特
別
監
督
条
規
に
よ
り
法
学
通
論
科
目
を
開
設
し
て
い
た
各
私
立
法
律
学
校
で
は
、
こ
れ
を
維
持

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
に
創
立
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
に
属
し
た
明
治
法
律
学
校
を
例
に
す
る
と
、
一
八
八
二
年
九
月
か
ら

の
講
義
科
目
に
お
い
て
、
新
た
に
加
入
し
た
熊
野
敏
三
が
担
当
す
る
「
法
学
大
意
」（
司
法
省
法
学
校
速
成
科
に
も
同
様
の
科
目
が
あ

っ
た
）
が
初
め
て
登
場
し
た
。
一
八
八
五
年
九
月
か
ら
の
講
義
科
目
に
つ
い
て
も
、
熊
野
が
担
当
す
る
「
法
学
大
意
」
が
あ
り
、
し
か

も
一
年
次
課
程
に
配
置
さ
れ
た
（
計
三
学
年
）。
先
述
の
特
別
監
督
条
規
の
施
行
に
合
わ
せ
て
、
明
治
法
律
学
校
の
一
八
八
七
年
の
講

義
科
目
は
、
先
述
の
監
督
委
員
が
発
布
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
法
律
科
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
校
の
法
律
学
科

お
よ
び
行
政
学
科
の
一
年
次
生
は
「
法
学
通
論
」
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
担
当
教
員
は
先
述
の
「
法
学
大
意
」
を
担
当

し
た
熊
野
敏
三
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
両
者
に
は
一
定
の
近
似
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
法
律
学
校
は
一
八
八

七
年
に
「
講
法
会
」
を
設
立
し
、
法
学
の
通
信
教
育
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
発
行
し
た
講
義
録
を
会
員
に
送
付
し
た
。
一
八
九
〇
年
、

同
校
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
、
パ
リ
大
学
に
留
学
し
た
岸
本
辰
雄
は
、
講
法
会
を
通
じ
て
『
法
学
通
論
』（
表
一
─
三
）
を
出
版
し
、

そ
こ
で
は
自
然
法
（「
性
法
」）
も
講
じ
ら
れ
た
。
当
時
は
す
で
に
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
は
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
特

別
認
可
学
校
規
則
の
下
で
、
明
治
法
律
学
校
は
引
き
続
き
法
学
通
論
を
開
設
す
る
と
共
に
、
通
信
教
育
を
通
じ
て
外
来
だ
が
日
本
語
化

さ
れ
た
法
学
の
基
本
概
念
を
普
及
さ
せ
た
。

　

次
に
一
八
八
二
年
創
立
の
イ
ギ
リ
ス
法
系
に
属
し
た
東
京
専
門
学
校
法
律
学
科
を
例
に
す
る
。
そ
の
一
八
八
二
年
の
科
目
表
に
よ
れ

ば
、
政
治
学
科
お
よ
び
法
律
学
科
の
一
年
次
に
は
と
も
に
「
法
律
大
意
」（
岡
田
兼
吉
担
当
）
が
あ
り
、
西
洋
語
の
『
法
律
原
論
』、
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翻　　　訳

『
法
律
注
解
』、『
法
律
大
意
』、『
法
理
論
』
が
参
考
文
献
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
専
門
学
校
は
ま
た
先
述
の
帝
国
大
学
が
特
別
に

監
督
す
る
私
立
学
校
で
あ
っ
た
た
め
、
一
八
八
七
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
系
に
属
す
る
明
治
法
律
学
校
と
同
様
に
、
科
目
名
が
「
法
律
大

意
」
か
ら
「
法
学
通
論
」
に
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
引
き
続
き
岡
田
が
担
当
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
後
、
特
別
認
可
学

校
規
則
の
下
で
、
東
京
専
門
学
校
は
流
れ
に
乗
っ
て
法
学
通
論
を
法
政
経
済
専
攻
一
年
次
の
履
修
科
目
と
し
、
穂
積
陳
重
が
一
八
八
一

年
に
法
学
通
論
を
創
設
す
る
に
当
た
っ
て
構
想
し
た
よ
う
に
、
政
治
学
等
の
学
科
を
専
攻
す
る
学
生
を
履
修
者
の
範
囲
に
入
れ
た
。
同

校
は
一
八
九
六
年
に
中
村
進
午
・
織
田
萬
講
述
『
法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
行
政
科
第
九
回
一
年
級
講
義
録
）』
を
出
版
し
、
さ
ら

に
一
九
〇
〇
年
に
は
鈴
木
喜
三
郎
述
『
法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
科
第
六
回
一
学
年
講
義
録
）』、
山
田
三
良
講
述
『
法
学

通
論
』（
表
一
─
六
～
八
。
作
者
お
よ
び
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）
を
出
版
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
学
通
論
は
当
時
、

同
校
の
法
学
・
政
治
学
・
経
済
学
を
学
ぶ
学
生
が
履
修
す
る
科
目
で
あ
り
、
し
か
も
一
定
程
度
、
日
本
で
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
法
学

の
基
本
概
念
を
伝
播
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
二
）
戦
前
日
本
に
お
け
る
法
学
通
論
の
盛
衰

1　

帝
国
大
学
の
場
合

　

法
学
通
論
科
目
を
初
め
て
開
設
し
た
東
京
帝
国
大
学
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
そ
れ
を
休
講
と
し
た
。
先
述
の
と
お
り
、
東
京
大
学
法

学
部
で
は
一
八
八
一
年
か
ら
、
穂
積
陳
重
が
法
学
通
論
を
担
当
し
た
。
一
八
八
六
年
に
な
り
、
帝
国
大
学
令
に
よ
り
帝
国
大
学
が
創
設

さ
れ
た
。
改
組
後
の
東
京
帝
国
大
学
は
法
科
大
学
を
成
立
さ
せ
、
文
学
部
に
属
し
て
い
た
政
治
学
科
を
法
科
大
学
に
組
み
込
ん
だ
。
そ

の
法
律
学
科
一
・
二
年
次
課
程
に
は
な
お
法
学
通
論
が
あ
っ
た
が
、
政
治
学
科
に
は
同
科
目
は
な
か
っ
た
。
先
述
の
人
文
社
会
系
に
お

い
て
も
法
学
通
論
を
講
授
す
べ
き
と
す
る
穂
積
陳
重
の
主
張
が
同
校
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
八
八
八
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

年
一
月
、
法
科
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
時
に
法
科
大
学
法
律
学
科
の
法
学
通
論
を
高
等
中
学
校
に
移
す
か
が
審
議
さ
れ
、
こ
れ
が

認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
学
の
一
年
次
学
生
は
法
学
通
論
を
履
修
す
べ
き
と
す
る
穂
積
陳
重
の
先
の
主
張
は
ま
た
修
正
を
被
り
、

法
学
専
攻
者
は
法
学
各
科
目
を
直
接
学
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
大
学
前
の
高
校
段
階
で
す
で
に
法
学
の
基
本
概
念
の
一
部

を
修
得
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
が
後
に
講
座
制
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
、
法
学
通
論
は
特
定
の
法
学
分
野
に

帰
属
さ
せ
が
た
か
っ
た
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
お
い
て
周
縁
化
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
明
治
初
期
の
外

来
だ
が
日
本
語
化
さ
れ
た
法
学
の
基
本
概
念
は
、
当
時
の
帝
国
大
学
の
法
学
専
攻
の
学
生
に
と
っ
て
は
も
は
や
見
慣
れ
ぬ
も
の
で
は
な

く
、
あ
る
い
は
す
で
に
相
対
的
に
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
り
、「
法
学
諸
科
ヲ
専
攻
ス
ル
ノ
階
梯
ト
ス
」
法
学
通
論
は
す
で
に
必
要

が
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
、
法
学
通
論
を
生
み
出
し
た
穂
積
陳
重
自
ら
も
、
東
京
帝
大
に
お
い
て
同
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
穂
積

陳
重
は
一
八
九
三
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
理
学
講
座
の
初
代
担
任
と
な
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
代
の
穂
積
の
開
講
科
目
は
「
法
理

学
」
で
あ
り
、
か
つ
て
は
自
ら
法
理
総
論
を
講
ず
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
法
学
通
論
に
未
練
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
法
学
通

論
は
創
設
後
、
日
本
の
法
学
継
受
の
初
期
段
階
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
法
学
の
一
般
原
理
・
原
則
を
初
歩
的
に
理

解
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
講
義
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
硬
直
的
な
印
象
は
法
学
の
内
包
を
さ
ら
に
深
く
探
究
す
る
こ
と
に
は
利

さ
な
か
っ
た
た
め
、
各
種
の
法
学
的
思
弁
に
耽
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
「
法
理
学
」
を
科
目
名
と
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
の
子
・
穂
積
重
遠
は
一
九
一
六
年
に
東
京
帝
大
の
法
理
学
講
座
を
引
き
継
ぎ
、
同
様
に
法
学
通
論
で
は
な
く
法
理
学

を
講
義
し
た
。
穂
積
重
遠
は
一
九
四
一
年
に
「
法
学
通
論
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
簡
要
で
あ
り
、

一
九
二
八
年
に
一
般
人
向
け
に
執
筆
さ
れ
た
『
法
学
入
門
』（
表
一
─
一
六
）
に
似
て
い
る
。
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
法
学
通
論

は
法
理
学
と
比
べ
て
そ
の
法
学
的
な
内
包
に
深
み
が
足
り
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
法
学
専
攻
者
に
と
っ
て
必
需
の
専
門
科
目
に

（
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翻　　　訳

当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
戦
前
日
本
の
帝
国
大
学
系
統
に
お
い
て
台
湾
と
比
較
的
関
係
が
深
い
、
一
九
二
八
年
創
立
の
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部

政
学
科
（
法
学
七
講
座
、
経
済
学
二
講
座
、
政
治
学
一
講
座
を
含
む
）
を
例
に
す
る
と
、
そ
の
科
目
表
に
も
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。

他
方
、
性
質
上
大
学
の
予
備
教
育
に
当
た
る
高
等
学
校
に
目
を
移
し
、
大
体
に
お
い
て
一
九
一
九
年
の
文
部
省
の
高
等
学
校
規
程
に
倣

っ
て
い
た
台
北
高
等
学
校
を
例
に
す
る
と
、
高
等
科
文
科
学
生
の
圧
倒
的
多
数
は
卒
業
後
に
京
都
帝
大
、
東
京
帝
大
、
台
北
帝
大
に
進

学
し
た
が
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
法
律
に
関
係
す
る
も
の
は
「
法
制
お
よ
び
経
済
」
し
か
な
く
、
法
学
通
論
は
管
見
に
及
ば

な
か
っ
た
。
注
意
に
値
す
る
こ
と
は
、
一
九
三
六
年
に
増
田
福
太
郎
『
法
学
序
説
』（
表
一
─
一
七
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
同

書
の
中
表
紙
に
は
明
確
に
そ
の
台
北
帝
大
助
教
授
の
身
分
が
注
記
さ
れ
、
ま
た
「
自
序
」
で
は
同
書
を
「
法
律
学
概
論
お
よ
び
法
学
通

論
の
講
義
」
と
称
し
た
。
し
か
し
先
述
の
と
お
り
、
台
北
帝
大
文
政
学
部
政
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
。
果

た
し
て
増
田
福
太
郎
は
確
か
に
文
政
学
部
政
学
科
の
教
員
で
は
な
く
、
一
九
三
〇
年
に
理
農
学
部
助
教
授
に
就
任
し
て
お
り
、
担
当
科

目
は
「
農
業
法
律
学
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
戦
前
日
本
の
帝
国
大
学
に
お
い
て
、
法
学
通
論
は
な
お
創
設
時
に
期
待
さ
れ
た
第
二
の

任
務
、
す
な
わ
ち
国
家
法
内
の
法
学
の
基
本
概
念
を
、
人
文
社
会
系
を
専
攻
す
る
指
導
的
エ
リ
ー
ト
ま
た
は
官
僚
に
伝
播
す
る
と
い
う

任
務
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

2　

私
立
法
律
学
校
の
場
合

　

東
京
の
私
立
法
律
学
校
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
系
に
属
す
る
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
が
、
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
条
規
が

施
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
一
八
九
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
先
述
の
帝
国
大
学
の
特
別
監
督
を
受
け
る
「
五
大
法
律
学
校
」
で
は
な

い
。
法
学
通
論
は
先
述
の
特
別
認
可
学
校
規
則
二
条
に
お
い
て
、
絶
対
に
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
で
は
な
く
、
列
挙
さ
れ
た
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
で
は
、
初
期
の
夜
間
法
律
科
の
段
階
に
お
い
て
は
法
学
通
論
科
目
は
な
か
っ
た
。
同
校

は
伝
統
的
に
イ
ギ
リ
ス
法
を
比
較
的
重
視
し
、
し
か
も
一
八
九
〇
年
創
立
時
の
日
本
に
は
す
で
に
自
ら
の
憲
法
、
民
法
、
刑
法
、
民
事

訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
法
典
ま
た
は
草
案
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
講
義
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
同
校
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
法
系
諸
国
で
定
番
の
法
学
通
論
を
開
設
し
よ
う
と
せ
ず
、
三
年
次
課
程
に
お
い
て
法
哲
学
を
講
授
す
る
「
法
理
学
」
を
開
設
し
た
。

法
理
学
は
特
別
認
可
学
校
規
則
二
条
が
列
挙
す
る
、
そ
の
う
ち
七
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
一
五
科
目
の
一
つ
で

あ
っ
た
た
め
、
法
学
通
論
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
校
が
法
学
通
論
を
開
設
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
時
期
の
私
立
学
校
で

あ
る
東
京
専
門
学
校
・
明
治
法
律
学
校
は
、
元
々
前
者
が
イ
ギ
リ
ス
法
系
、
後
者
が
フ
ラ
ン
ス
法
系
に
属
し
て
い
た
と
は
い
え
、
と
も

に
先
述
の
帝
国
大
学
の
特
別
監
督
を
受
け
た
た
め
、
法
学
通
論
を
開
設
し
て
い
た
。

　

も
し
か
す
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
部
法
律
科
が
法
学
通
論
の
増
設
を
考
慮
し
な
か
っ
た
の
は
、
帝
国
大
学
の
主
導
す
る
法
学
教
育
全

体
に
お
い
て
、
そ
れ
が
か
つ
て
の
輝
き
を
失
っ
て
い
た
か
ら
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
八
九
九
年
に
同
校
は
新
学
制
に
移
行
し
、
大
学

部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
依
然
と
し
て
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
が
、
選
択
科
目
と
し
て
「
法
律
原
理
」
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
同

校
は
修
業
年
限
二
年
の
「
予
科
」
と
同
三
年
の
「
本
科
」
を
開
設
し
た
。
本
科
で
履
修
す
る
専
門
科
目
に
は
法
学
通
論
は
な
く
、
一
年

次
課
程
に
近
代
西
洋
法
を
概
述
す
る
「
英
米
法
総
論
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
制
史
」
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
の
大

学
令
施
行
後
の
同
校
法
律
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
法
学
通
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
三
年
次
課
程
に
は
再
び
選
択

科
目
の
法
理
学
が
登
場
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
一
九
四
五
年
ま
で
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
一
九
四
九
年
の
新
た
な
四

年
制
大
学
に
お
い
て
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
や
は
り
法
学
通
論
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
選
択
科
目
の
法
理
学
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

次
に
京
都
の
私
立
法
律
学
校
の
法
学
通
論
に
対
す
る
態
度
を
見
る
。
京
都
法
政
学
校
は
当
時
の
私
立
学
校
令
に
よ
り
、
京
都
府
知
事
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翻　　　訳

の
認
可
を
得
て
一
九
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
一
九
二
二
年
に
立
命
館
大
学
に
昇
格
す
る
ま
で
専
任
教
員
は
お
ら
ず
、
そ

の
講
義
は
京
都
帝
国
大
学
の
法
学
教
員
に
完
全
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
期
生
の
科
目
表
に
よ
れ
ば
、
法
律
・
政
治
両
学
科
は
い

ず
れ
も
一
年
次
に
法
学
通
論
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
担
当
者
は
跡
部
定
治
郎
で
あ
っ
た
。
通
学
圏
外
の
篤
学
者
の
た
め

に
、
京
都
法
政
学
校
は
「
校
外
生
」
制
度
を
設
け
、
学
校
の
講
義
に
出
席
で
き
な
い
学
生
が
学
習
す
る
た
め
の
講
義
録
を
発
行
し
た
。

法
学
通
論
の
講
義
録
は
織
田
萬
が
担
当
し
た
。
こ
こ
で
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
帝
国
大
学
の
法
学
教
授
が
法
学
通
論
の
講
授
を
通
じ
て
、

私
立
法
律
学
校
の
学
生
に
帝
大
生
と
同
様
の
法
学
の
基
本
概
念
を
受
容
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
い
で
、
一
九
〇
三
年
に
京
都
法
政
学
校
は
専
門
学
校
令
に
よ
り
私
立
京
都
法
政
専
門
学
校
に
改
組
し
、
一
九
〇
四
年
に
は
さ
ら
に

文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
京
都
法
政
大
学
に
改
称
し
た
こ
と
か
ら
、
専
門
学
部
と
大
学
部
が
置
か
れ
た
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
両
部

の
科
目
表
に
は
「
法
学
通
論
」
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
大
学
予
科
に
の
み
「
法
学
大
意
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
織
田
萬
が
担
当
し
て
い
た

（
そ
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）。
だ
が
、
一
九
〇
七
年
に
変
更
が
加
え
ら
れ
、
専
門
学
部
お
よ
び
大
学
部
の
法
律
科
／
学
科
は
、

一
年
次
に
お
い
て
法
学
通
論
を
履
修
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
専
門
学
部
お
よ
び
大
学
部
の
経
済
科
／
学
科
も
、
一
年
次
に
お
い
て
法
学
通

論
を
履
修
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
九
〇
八
年
に
は
法
律
学
科
の
法
学
通
論
は
経
済
原
論
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
一
九
一
〇
年
に

は
法
学
通
論
が
復
活
し
た
。
大
正
初
期
の
学
部
毎
の
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
専
門
学
部
の
法
律
・
経
済
科
の
一
年
次
は
い
ず

れ
も
法
学
通
論
と
経
済
原
論
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
大
学
部
の
法
律
・
経
済
学
科
の
一
年
次
は
い
ず
れ
も
法
学

通
論
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
法
学
通
論
は
森
口
繁
治
が
担
当
し
た
。
三
学
期
制
の
大
学
部
予
科
で
は
、
第

三
学
期
に
法
学
大
意
が
開
設
さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
に
立
命
館
大
学
に
昇
格
し
た
後
、
専
門
学
部
の
法
律
科
と
経
済
科
、
お
よ
び
そ
の

後
に
開
設
さ
れ
た
商
学
科
は
、
い
ず
れ
も
一
年
次
に
お
い
て
法
学
通
論
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
大
学
部
の
法
律
学
科

に
は
法
学
通
論
は
す
で
に
な
か
っ
た
。
先
述
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
動
は
、
帝
国
大
学
法
科
の
場
合
と
同
様
に
、
基
本
概
念
を
講
授
す
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

る
た
め
の
法
学
通
論
が
、
徐
々
に
大
学
で
法
学
を
専
攻
す
る
者
に
と
っ
て
は
必
要
な
「
階
梯
」
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
り
、
最
終
的
に

科
目
表
か
ら
消
え
去
っ
た
こ
と
を
再
び
明
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
非
法
学
専
攻
者
（
例
え
ば
経
済
学
や
商
学
専
攻
）
に
と
っ
て
は
、
法

学
の
基
本
概
念
を
伝
播
す
る
法
学
通
論
の
役
割
は
依
然
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
戦
前
日
本
に
お
い
て
、
法
学
通
論
は
一
八
八
〇
年
代
に
ま
ず
帝
国
大
学
で
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
私
立
学
校
に
も

追
随
が
強
制
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
代
に
は
か
な
り
盛
ん
と
な
っ
た
。
だ
が
、
一
九
〇
〇
年
代
／
明
治
末
期
以
降
、
法
学
専
攻
者
に
対
す

る
法
学
通
論
の
学
習
牽
引
の
役
割
は
徐
々
に
希
薄
化
し
て
い
っ
た
。
と
は
い
え
、
非
法
学
専
攻
者
に
対
す
る
法
学
知
識
の
伝
播
作
用
は

な
お
重
視
さ
れ
て
い
た
。

（
三
）
法
学
通
論
の
著
述
内
容

1　

執
筆
形
態

　

先
述
の
学
制
の
沿
革
お
よ
び
法
学
界
の
雰
囲
気
の
下
で
、
明
治
期
日
本
で
出
版
さ
れ
た
「
法
学
通
論
」
と
い
う
名
の
書
物
の
多
く
は
、

私
立
法
律
学
校
の
同
科
目
の
講
義
録
で
あ
り
、
そ
れ
は
教
師
が
教
室
で
口
頭
で
講
述
し
た
内
容
を
速
記
者
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
国
会
図
書
館
に
お
い
て
、
明
治
期
の
「
法
学
通
論
」
と
い
う
名
の
書
物
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
相
当
数
が
作
者
の
「
著
」
で
は

な
く
「
述
」
ま
た
は
「
講
述
」
で
あ
り
、
し
か
も
書
名
に
は
「
某
私
立
法
律
学
校
某
年
度
一
年
級
生
講
義
録
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る
の

が
常
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
多
く
の
講
述
者
は
法
律
界
に
お
い
て
か
な
り
尊
重
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た

（
表
一
所
掲
の
一
七
名
の
学
者
の
う
ち
九
名
が
こ
れ
ら
に
当
た
る
。
す
な
わ
ち
二
、
三
、
五
、
六
、
七
、
八
、
一
一
、
一
二
、
一
三
）。

だ
が
、
そ
の
経
歴
と
著
述
の
初
版
年
度
（
詳
し
く
は
後
述
）
を
比
較
す
れ
ば
、
全
員
が
大
学
者
ク
ラ
ス
の
教
授
で
は
な
く
、
学
界
に
入

っ
た
ば
か
り
の
新
進
の
教
員
段
階
で
法
学
通
論
を
講
述
し
、
そ
れ
ら
の
著
作
を
残
す
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
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翻　　　訳

る
。

　

こ
れ
ら
以
外
の
法
学
通
論
書
は
、
作
者
自
ら
が
原
稿
を
執
筆
し
た
た
め
、「
著
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
偶
然
見
つ
け
た
フ
ラ
ン
ス

人
学
者
の
著
作
の
翻
訳
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
自
ら
原
稿
を
執
筆
し
た
作
者
の
多
く
は
法
律
界
で
権
威
的
地
位
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
一
概
に
は
言
え
ず
、
そ
こ
に
は
重
要
な
法
学
者
（
例
え
ば
表
一
─
一
、
四
、
九
、
一
〇
）、
特
に
後
述
の
清
末
民
初
中
国
と

密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
岡
田
朝
太
郎
も
含
ま
れ
る
。
大
正
・
昭
和
期
に
至
り
、
明
治
期
の
よ
う
に
講
義
録
に
よ
り
作
成
し
た
法
学
通
論

書
は
管
見
に
及
ば
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
東
京
帝
大
法
科
大
学
教
授
の
三
潴
信
三
は
、
一
九
〇
〇
年
に
早
稲
田
大
学
講
義
録
と
し
て

『
法
学
通
論
』
を
出
版
し
た
が
、
大
正
期
の
一
九
一
八
年
に
は
自
ら
そ
れ
を
執
筆
し
、
既
存
の
講
義
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
と
し
た
。

2　

想
定
さ
れ
た
科
目
の
内
容

　

こ
れ
ら
の
法
学
通
論
書
は
異
な
る
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
意
義
を
有
す
る
特
色
を
示
し
て
い
る
。

一
八
八
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
い
え
る
。
当
時
司
法
官
僚
で
あ
っ
た
山
田
喜
之
助
の
一
八
八
七
年
の

著
作
（
表
一
─
一
）
は
、
構
成
上
す
で
に
「
総
論
」
と
「
各
論
」
が
あ
っ
た
が
、
総
論
は
法
律
専
門
用
語
の
解
説
の
み
に
重
点
が
置
か

れ
、
各
論
は
一
国
の
法
を
専
ら
論
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
の
一
部
（
例
え
ば
ロ
ー
マ
の
財
産
法
、
イ
ギ
リ
ス
の
財
産
法
）
を
論
じ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
行
政
官
僚
で
あ
っ
た
奧
田
義
人
の
一
八
八
九
年
の
著
作
（
表
一
─
二
Ａ
）
は
、
総
論
に
お
い
て
法
の
意
義
、
管

轄
、
淵
源
、
要
素
（
権
利
義
務
を
含
む
）、
類
別
、
適
用
、
執
行
、
廃
止
、
解
釈
、
目
的
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
「
法
の
諸
相
」
と
呼

ぶ
）
を
論
じ
た
が
、
そ
の
精
緻
度
は
同
人
が
一
九
〇
五
年
に
出
版
し
た
『
法
学
通
論
』（
後
述
）
に
は
る
か
及
ば
な
い
。
各
論
で
論
じ

ら
れ
た
の
は
「
私
法
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
商
法
、
民
法
、
裁
判
所
、
訴
訟
に
つ
い
て
西
洋
各
国
の
法
が
詳
述
さ
れ
、
こ
れ
ら

に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
た
。
両
書
の
各
論
は
ま
さ
に
、
明
治
初
期
の
日
本
に
自
国
の
法
典
が
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
、
仏
・
独
・
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

英
等
の
法
を
、
近
代
法
学
の
い
う
法
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
司
法
官
僚
で
、
明
治
法
律
学
校
初
代
校
長
の
岸

本
辰
雄
の
一
八
九
〇
年
の
著
作
（
表
一
─
三
）
は
、
法
の
諸
相
の
み
を
書
全
体
の
主
題
と
し
、「
各
論
」
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。

　

一
八
九
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
の
総
論
部
分
は
よ
り
充
実
し
、
各
論
が
あ
る
場
合
に
は
、
六
法
の
枠
組
み
で
日
本
の
諸

法
が
述
べ
ら
れ
た
。
司
法
官
を
本
務
と
す
る
手
塚
太
郎
の
一
八
九
三
年
の
著
作
（
表
一
─
四
）
の
第
一
編
は
、
総
論
的
性
質
を
有
す
る

「
法
律
上
全
体
ノ
観
察
」
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
法
と
道
徳
・
経
済
と
の
関
係
が
説
か
れ
、
そ
の
後
、
法
の
諸
相
が
講
じ
ら

れ
た
。
第
二
編
は
各
論
で
あ
り
、
各
章
名
は
「
憲
法
」、「
行
政
法
」、「
刑
法
」、「
民
法
要
論
」、「
商
法
一
班
」
で
あ
り
、
裁
判
所
構
成

法
お
よ
び
民
刑
事
訴
訟
法
の
叙
述
を
「
附
録
」
に
置
い
た
。
日
本
の
六
法
体
系
を
枠
組
み
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
同
書
の

「
自
序
」
で
「
今
ヤ
新
法
典
既
ニ
成
ル
苟
モ
日
本
人
民
タ
ル
者
ハ
法
律
学
ヲ
専
修
ス
ル
ト
否
ト
ヲ
分
タ
ス
皆
ナ
其
大
要
ヲ
知
得
ス
ル
ニ

ア
ラ
ス
」
と
述
べ
た
。
ま
た
当
時
東
京
専
門
学
校
講
師
で
あ
り
、
後
に
京
都
帝
大
お
よ
び
立
命
館
大
学
に
勤
め
た
行
政
法
の
大
家
で
あ

る
織
田
萬
の
一
八
九
四
年
の
著
作
（
表
一
─
五
Ａ
）
で
は
、
総
論
は
「
法
学
及
ヒ
法
術
」、「
法
律
」（
先
述
の
「
法
の
諸
相
」
を
含
む
）、

「
権
利
及
ヒ
義
務
」（
定
義
、
種
類
、
主
体
客
体
、
発
生
・
移
転
・
消
滅
を
含
む
）
の
三
編
に
分
け
ら
れ
た
。
ま
た
各
論
部
分
は
明
ら

か
に
六
法
の
枠
組
み
に
依
拠
し
、
憲
法
か
ら
諸
法
の
内
容
を
論
じ
、
し
か
も
こ
れ
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
た
。
同
じ
く
東
京
専
門
学

校
講
師
で
あ
り
、
そ
の
後
国
際
法
の
重
要
な
学
者
と
な
っ
た
中
村
進
午
が
一
八
九
六
年
に
織
田
萬
と
共
著
し
た
も
の
（
表
一
─
六
）
も
、

総
論
を
三
編
に
分
け
、「
法
律
」、「
権
利
及
び
義
務
」
の
ほ
か
、「
法
学
及
ヒ
法
術
」
の
代
わ
り
に
「
国
家
及
政
権
」
を
立
て
た
。
各
論

に
も
多
く
の
紙
幅
を
割
き
、
六
法
の
枠
組
み
で
日
本
法
の
内
容
を
説
い
た
。
こ
う
し
た
総
論
は
法
学
専
攻
者
が
「
森
を
見
て
か
ら
木
を

見
る
」
助
け
と
な
り
、
ま
た
こ
う
し
た
各
論
は
非
法
学
専
攻
者
が
国
家
法
を
知
る
助
け
と
な
ろ
う
。

　

だ
が
、
一
八
九
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
の
い
ず
れ
も
が
、
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
内
容
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
当
時
司
法
官
で
あ
っ
た
（
そ
の
後
は
政
治
家
）
鈴
木
喜
三
郎
の
一
九
〇
〇
年
の
著
作
（
表
一
─
七
）
に
お
い
て
は
、
総
論
性
質
の

（
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各
章
の
内
容
は
、
手
塚
太
郎
の
前
掲
書
の
総
論
と
似
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
紙
幅
が
民
法
総
則
に
充
て
ら
れ
た
た
め
、
各
論
に
は
偏

り
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
類
似
す
る
の
は
、
当
時
新
進
気
鋭
で
、
後
に
法
学
者
と
し
て
名
を
挙
げ
た
山
田
三
良
の
一
九
〇
〇
年
の
著
作

（
表
一
─
八
）
で
あ
る
。
同
書
は
、
法
学
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
に
法
の
諸
相
を
論
じ
た
だ
け
で
、
各
論
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
〇
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
は
、
内
容
に
お
い
て
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
。
当
時
明
治
大
学
講
師
で
あ
っ
た
著
名
な
弁

護
士
の
鵜
澤
総
明
の
一
九
〇
三
年
の
著
作
（
表
一
─
九
）
は
、
明
治
大
学
出
版
部
講
法
会
の
通
信
教
育
講
義
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、

総
論
に
当
た
る
法
学
・
法
の
諸
相
に
関
す
る
数
章
し
か
な
く
、
各
論
は
な
く
、
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
明
治
期
の
学
界

が
法
学
通
論
の
論
述
を
不
断
に
蓄
積
し
た
後
、
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
奧
田
義
人
が
一
九
〇
五
年
に
出
版
し
た
著
作
は
、
織
田
萬
の

一
八
九
四
年
の
総
論
と
同
様
に
、
上
・
中
・
下
巻
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
法
学
」、「
法
律
」、「
権
利
」
を
論
じ
た
。
従
来
は
法
律
・
権

利
し
か
各
諸
相
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
法
学
」
部
分
は
そ
の
性
質
・
類
別
・
効
用
・
基
礎
・
歴
史
・
学
派

等
の
諸
相
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。
し
か
も
一
八
八
九
年
版
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
日
本
法
の
各
規
定
が
「
権
利
」
部
分
に
含
ま
れ
て
い

た
。
形
式
的
に
は
「
各
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
が
、「
権
利
」
巻
（
国
家
統
治
権
力
を
め
ぐ
る
議
論
を
含
む
）
は
日
本
法
を
簡
要
に

紹
介
し
て
お
り
、
各
論
の
実
質
を
備
え
て
い
た
。

　

最
も
完
成
度
が
高
い
と
い
う
べ
き
は
織
田
萬
の
一
九
〇
七
年
の
著
作
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
九
四
年
版
に
お
け
る
総
論
と
各
論
の
区

別
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
内
容
は
よ
り
充
実
し
て
い
る
。
例
え
ば
総
論
は
既
存
の
法
学
・
法
律
・
権
利
義
務
の
三
編
の
ほ
か
、
中
村
進

午
と
共
著
し
た
一
八
九
六
年
版
に
あ
っ
た
「
国
家
及
政
権
」
を
追
加
し
、
総
論
四
編
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
。
各
論
で
は
同
様
に
六
法
の

枠
組
み
に
よ
り
日
本
の
諸
法
を
説
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
清
末
中
国
で
講
義
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
岡
田
朝
太
郎
（
後
述
）
の
一
九
〇
八

年
の
著
作
（
表
一
─
一
〇
Ａ
）
は
、
当
時
の
日
本
の
法
学
界
の
関
係
す
る
論
述
を
整
理
し
た
も
の
に
等
し
い
。
同
書
は
ま
ず
総
論
部
分

を
「
総
巻
」
と
称
し
、
法
律
・
権
利
義
務
両
者
の
諸
相
を
講
じ
、
そ
の
後
、
第
一
巻
の
憲
法
か
ら
、
行
政
法
、
民
法
、
商
法
、
刑
法
、

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（阪大法学）69（5-310）　1128〔2020. 1 〕
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裁
判
所
構
成
法
、
訴
訟
法
、
国
際
私
法
、
国
際
公
法
の
順
で
計
九
巻
を
用
い
、
日
本
の
六
法
体
系
の
法
制
に
国
際
法
を
加
え
て
叙
述
し

た
。
こ
れ
は
非
常
に
詳
細
な
各
論
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、
講
義
毎
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
か
ら
か
、
一
九
〇
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
法
学
専
攻
者
が
そ
の
他
の
科
目
で
学

修
す
る
各
論
部
分
を
直
接
省
略
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
明
治
民
法
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
り
、
当
時
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
で
活
躍
し
た

法
学
の
大
家
・
梅
謙
次
郎
の
一
九
〇
九
年
の
著
作
（
表
一
─
一
一
Ａ
）
は
、
手
塚
太
郎
の
一
八
九
三
年
の
著
作
の
第
一
編
に
似
て
お
り
、

ま
ず
法
律
と
道
徳
・
政
治
・
経
済
と
の
関
係
を
説
き
、
そ
の
後
に
法
の
諸
相
を
講
じ
る
が
、
そ
の
第
二
編
の
「
各
論
」
は
な
か
っ
た
。

梅
謙
次
郎
は
一
九
〇
〇
年
代
に
至
り
、
法
学
の
各
分
野
に
つ
い
て
は
専
門
科
目
に
よ
り
詳
論
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
東

京
帝
大
行
政
法
講
座
教
授
で
あ
り
、
ま
だ
軍
国
主
義
が
高
ま
っ
た
時
期
の
よ
う
に
天
皇
制
神
学
を
提
唱
し
て
い
な
か
っ
た
筧
克
彦
の
一

九
一
〇
年
の
著
作
（
表
一
─
一
二
）
は
、
国
家
・
法
・
権
利
義
務
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
相
を
論
じ
て
お
り
、
実
際
に
は
総
論
で
あ
り
、
各
論

に
相
当
す
る
内
容
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
一
〇
年
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
は
、
す
で
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
喪
失
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
織
田
萬
の

一
九
一
七
年
の
著
作
（
表
一
─
五
Ｃ
）
は
、
そ
の
一
九
〇
七
年
版
と
比
較
す
れ
ば
、
例
え
ば
法
学
の
部
分
に
お
い
て
社
会
法
学
派
が
増

え
、
編
名
が
「
法
律
」
か
ら
「
法
」
に
改
め
ら
れ
（
日
本
の
学
界
で
は
徐
々
に
「
法
律
」
と
い
う
術
語
は
専
ら
議
会
が
制
定
し
た
規
範

を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
範
囲
は
「
法
」
よ
り
も
狭
い
）、
各
章
の
名
称
ま
た
は
順
序
に
若
干
の
調
整
が
加
え
ら
れ
、

章
が
増
え
た
り
し
た
が
、
全
体
的
な
構
成
お
よ
び
内
容
は
大
体
同
じ
で
あ
っ
た
。
岡
田
朝
太
郎
の
一
九
二
〇
年
の
著
作
（
表
一
─
一
〇

Ｄ
）
も
、
そ
の
一
九
〇
八
年
版
と
比
べ
て
、
章
数
の
微
調
整
等
の
違
い
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
梅
謙
次
郎
の
一
九
〇
九
年
の
著
作
は
、

東
京
帝
大
法
科
大
学
教
授
の
牧
野
英
一
が
補
修
し
た
上
で
、
一
九
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
（
表
一
─
一
一
Ｂ
）。
同
書
に
も
当
然
、
従

来
の
構
成
を
維
持
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
は
、
何
ら
目
新
し
い
点
は
な
い
。
金
森
德
次
郎
の

（
85
）

（
86
）

（
87
）

（阪大法学）69（5-311）　1129〔2020. 1 〕



翻　　　訳

著
作
（
表
一
─
一
四
）
は
、
ま
ず
法
と
道
徳
・
礼
儀
・
宗
教
の
関
係
を
説
き
、
そ
の
後
、
法
の
諸
相
を
詳
述
す
る
が
、
各
論
は
な
か
っ

た
。
孫
田
秀
春
の
著
作
（
表
一
─
一
五
）
の
議
論
枠
組
み
は
、
先
述
の
総
論
四
編
、
す
な
わ
ち
「
法
学
」、「
法
」、「
権
利
及
び
義
務
」、

「
国
家
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
各
論
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
が
一
九
〇
〇
年
代
に
確
立
さ
れ
た
論
述
方
式
の
枠
を
出
な
か
っ
た
理
由
は
、
一
九
〇
〇
年
代
／
明
治
末
期
に
日
本
の
法
学
通

論
書
が
ま
さ
に
成
熟
段
階
へ
と
発
展
を
遂
げ
、
法
律
専
門
人
材
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
法
学
者
に
は
そ
の
内
容
を
錬
磨
し
よ
う
と
す
る
強
い
動
機
は
な
く
、
戦
前
日
本
の
法
学
通
論
書
は
、

桜
の
よ
う
に
「
満
開
」
を
迎
え
た
後
に
、
徐
々
に
風
に
吹
か
れ
て
散
っ
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
明
治
末
期
は
、
中
国
の
清
末
に
当
た
る
。
法
学
通
論
は
日
本
に
お
い
て
は
、
法
学
の
基
本
観
念
の
普
及
に
伴
い
、
法
学
各
科

目
の
内
容
が
充
実
し
て
一
冊
の
通
論
で
は
書
き
切
れ
な
く
な
り
、
法
学
専
攻
者
に
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
西
洋
法
継
受
の
道

を
歩
み
始
め
た
ば
か
り
の
清
末
中
国
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
そ
の
必
要
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
四
で
は
、
明
治
日
本
が
形
作

っ
た
法
学
通
論
書
が
、
如
何
に
し
て
海
を
越
え
て
清
末
中
国
に
渡
り
、
異
国
の
地
で
再
び
春
を
迎
え
た
か
を
見
る
。

王
泰
升
編
『
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
院
史
附
録
参
考
書
』（
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
、
未
刊
行
、
二
〇
〇
一
年
）
一
六
八
、
二
一
七
頁

参
照
。
筆
者
は
台
湾
大
学
法
律
学
院
史
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
関
係
史
料
の
整
理
を
依
頼
し
、
院
史
を
出
版
す
る
と

同
時
に
本
書
を
編
ん
だ
。
正
式
に
出
版
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
部
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
夏
勤
・
郁
嶷
、
歐
陽
谿
、
楼
桐
孫
等
が
執
筆
し
た
法
学
通
論
教
科
書
で
あ
る
（
王
泰
升
「
清
末
及
民
国
時
代
中
国
與
西
式
法
院
的
初

次
接
触
」
中
研
院
法
学
期
刊
一
期
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
五
、
一
一
三
頁
参
照
）。

王
泰
升
『
具
有
歴
史
思
維
的
法
学
：
結
合
台
湾
法
律
社
会
史
與
法
律
論
証
』（
王
泰
升
、
二
〇
一
〇
年
）
一
頁
。
同
書
の
「
自
序
」
に
お
い

て
、「
本
書
は
む
し
ろ
三
二
年
の
後
に
、
韓
先
生
が
そ
の
法
学
緒
論
書
に
お
い
て
筆
者
に
示
し
た
知
識
お
よ
び
韓
先
生
が
伝
授
し
た
自
由
・
民

主
・
法
治
の
理
念
に
応
え
て
、
今
日
の
台
湾
に
お
い
て
法
学
を
構
築
す
る
た
め
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
本
書
第
一
章
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（阪大法学）69（5-312）　1130〔2020. 1 〕



東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

私
の
「
法
学
緒
論
」
を
履
修
し
た
こ
と
の
あ
る
法
律
系
の
学
生
、
お
よ
び
ど
の
法
学
緒
論
を
読
む
べ
き
か
を
質
問
し
た
歴
史
系
の
学
生
に
説
明
す

る
た
め
に
も
執
筆
し
た
…
…
」。

王
泰
升
「
創
新
版
的
「
法
学
緒
論
」：
秉
持
社
会
関
懐
的
法
学
」
台
湾
法
学
雑
誌
一
四
八
期
（
二
〇
一
〇
年
）
一
～
二
六
頁
参
照
。

王
泰
升
（
松
田
恵
美
子
訳
）「
台
湾
社
会
の
慣
習
の
国
家
法
化
に
つ
い
て
（
上
）」
名
城
法
学
六
四
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
九
六
～
一
〇
〇

頁
参
照
。

王
泰
升
「
台
湾
法
学
発
展
史
及
其
省
思
」
簡
資
修
主
編
『
2 

0 

1 

4
両
岸
四
地
法
律
発
展
：
法
学
研
究
與
方
法
（
上
）』（
中
央
研
究
院
法
律

学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）
四
五
～
一
六
九
頁
参
照
。

韓
忠
謨
『
法
学
緒
論
』（
韓
忠
謨
、
六
版
、
一
九
七
七
年
）
一
～
三
頁
参
照
。

た
と
え
中
国
に
い
る
研
究
者
の
程
波
で
あ
っ
て
も
、
博
士
論
文
執
筆
の
た
め
に
清
末
に
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
を
探
し
た
際
に
、
図
書
目

録
に
は
あ
っ
て
も
、
や
は
り
実
際
に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
程
は
関

連
す
る
図
書
目
録
を
参
考
に
し
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
間
に
日
本
の
法
学
通
論
書
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
法
学
通
論
書
の
全
て

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
の
、
現
在
そ
れ
ら
全
て
を
収
集
す
る
こ
と
は
す
で
に
不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
存
在
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、

読
ん
だ
こ
と
の
な
い
図
書
目
録
上
の
書
籍
が
あ
る
と
述
べ
た
。
例
え
ば
王
燾
の
訳
業
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
版
し
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
胡
挹
祺
編
書
は
一
九
〇
七
年
版
の
存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一
九
一
三
年
版
だ
け
で

あ
っ
た
と
い
う
（
程
波
『
中
国
近
代
法
理
学
（
一
八
九
五
～
一
九
四
九
）』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
七
～
二
〇
、
五
四
、
一
〇
一
頁
参

照
）。例

え
ば
台
湾
大
学
図
書
館
所
蔵
の
朱
祖
貽
編
『
法
学
通
論
』（
正
中
書
局
、
滬
一
五
版
、
一
九
四
六
年
）、
何
任
清
『
法
学
通
論
』（
商
務
印

書
館
、
五
版
、
一
九
四
七
年
）、
楼
桐
孫
編
『
法
学
通
論
（
青
年
基
本
知
識
叢
書
）』（
正
中
書
局
、
滬
八
版
、
一
九
四
七
年
）
で
あ
る
。
台
湾
大

学
図
書
館
の
蔵
書
に
つ
い
て
はhttp://w

w
w

.lib.ntu.edu.tw
/

参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
一
八
年
八
月
九
日
）。

例
え
ば
台
湾
大
学
図
書
館
所
蔵
の
楼
桐
孫
編
『
法
学
通
論
』（
正
中
書
局
、
台
二
版
、
一
九
五
三
年
）、
歐
陽
谿
撰
、
郭
衛
編
『
法
学
通
論

（
法
学
叢
書
）』（
力
行
書
局
、
台
一
版
、
一
九
六
〇
年
）
で
あ
る
。
東
呉
大
学
図
書
館
に
も
こ
う
し
た
書
籍
が
あ
る
。
例
え
ば
何
任
清
『
法
学
通

論
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
増
訂
一
版
、
一
九
八
四
年
）。

台
湾
大
学
図
書
館
は
一
九
二
〇
年
代
の
民
国
期
中
国
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
法
学
通
論
書
を
珍
し
く
所
蔵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夏
勤
・

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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郁
嶷
合
述
、
王
選
疏
『
朝
陽
大
学
法
律
科
講
義
：
法
学
通
論
』（
朝
陽
大
学
、
六
版
、
一
九
二
七
年
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
由
来
お
よ
び
受

入
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

例
え
ば
丘
漢
平
編
『
法
学
通
論
（
新
時
代
法
学
叢
書
）』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
民
国
輯
逸
」
シ
リ
ー
ズ
に
当

た
り
、
二
〇
〇
七
年
に
中
国
図
書
館
学
会
高
校
〔
高
等
教
育
機
関
を
指
す
〕
分
会
が
北
京
中
獻
拓
方
電
子
製
印
公
司
に
民
国
図
書
の
複
製
を
依
頼

し
た
産
物
で
あ
る
。
同
じ
く
こ
の
「
民
国
輯
逸
」
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
胡
挹
琪
編
『
法
学
通
論
（
政
法
述
義
叢
書
）』（
集
成
書
社
、
再
版
、

一
九
一
三
年
）、
夏
勤
・
郁
嶷
『
法
学
通
論
』（
朝
陽
大
学
出
版
部
、
一
九
一
九
年
）、
白
鵬
飛
『
法
学
通
論
』（
民
智
書
局
、
四
版
、
一
九
三
一

年
）、
朱
采
真
『
現
代
法
学
通
論
』（
世
界
書
局
、
一
九
三
一
年
）、
胡
慶
育
『
法
学
通
論
』（
太
平
洋
書
局
、
一
九
三
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

復
刻
版
に
よ
り
本
研
究
は
順
調
に
進
ん
だ
。
こ
こ
に
記
し
て
謹
ん
で
謝
意
を
表
す
る
。

例
え
ば
中
国
の
学
者
で
あ
る
程
波
が
そ
の
著
書
『
中
国
近
代
法
理
学
（
一
八
九
五
～
一
九
四
九
）』・
前
掲
注
（
8
）
に
お
い
て
引
用
す
る
多

く
の
法
学
通
論
書
の
版
の
中
に
は
、
筆
者
未
見
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
書
に
お
け
る
程
波
の
観
察
を
孫
引
き
す
る
ほ
か
な
い
。

後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、「
法
学
緒
論
」
を
書
名
と
し
な
い
も
の
に
は
、
劉
得
寬
『
法
学
入
門
』（
五
南
、
一
九
八
六
年
）、
王
海
南
ほ
か

（
台
湾
法
学
研
究
中
心
編
輯
小
組
編
）『
法
学
入
門
』（
月
旦
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
陳
惠
馨
『
法
学
概
論
』（
三
民
書
局
、
一
九
九
五
年
）
が

含
ま
れ
る
。
戦
後
日
本
の
学
界
に
お
い
て
「
法
学
入
門
」
の
書
名
を
採
用
し
た
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
末
川
博
『
法
学
入
門
』（
有
斐

閣
、
五
版
補
訂
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
米
倉
明
『
法
律
学
教
材
法
学
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）、
田
中
英
夫
『
実
定
法
学
入

門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
三
版
、
一
九
九
九
年
。
初
版
は
一
九
七
四
年
）、
五
十
嵐
清
『
法
学
入
門
』（
悠
々
社
、
新
版
、
二
〇
〇
二
年
。
初
版

は
一
九
七
九
年
）。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
法
学
緒
論
に
つ
い
て
論
文
を
執
筆
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
北
海
道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
の
鈴
木
賢
教
授
（
当
時
）
か
ら
ご
恵
与
賜
っ
た
。
そ
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
す
る
。

そ
の
簡
単
な
図
書
目
録
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
歐
陽
谿
『
法
学
通
論
（
上
・
下
）』（
一
九
三
三
年
、
上
海
）K

N
N

440 .F34 1933

（
請
求
記
号
。
以
下
同
じ
）、
林
紀
東
『
法
律
概
論
』（
一
九
四
六
年
、
上
海
）K

N
N

122 .L58 1947

、
涂
懐
瑩
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
〇
年
、

台
北
）K

N
P44 T

84 1960

、
翁
偉
湛
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
三
年
、
台
北
）K

N
P44 W

46 1963

、
曽
如
柏
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
三
年
、

台
北
）K

N
P44 T

74 1963

、
鄭
玉
波
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
五
年
、
台
北
）K

N
P44 C54 1965

、
単
仲
範
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
五
年
、

台
北
）K

N
P44 S53 1965

、
梅
仲
協
『
法
学
緒
論
』（
一
九
六
七
年
、
台
北
）K

230.M
45 F3 1967

、
林
紀
東
『
法
学
緒
論
』（
一
九
七
二
年
、

台
北
）K

230 L445 F3 1972

、
蒋
燿
祖
『
法
学
緒
論
』（
一
九
七
五
年
、
台
北
）K

N
P44 C55 1975

。

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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前
掲
注
（
15
）
の
歐
陽
谿
、
林
紀
東
（
二
冊
）、
鄭
玉
波
、
梅
仲
協
の
著
作
の
計
五
冊
を
含
む
。
上
述
の
書
籍
な
ら
び
に
丘
漢
平
（
一
九
三

三
年
）
お
よ
び
朱
祖
貽
（
一
九
四
六
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
『
法
学
通
論
』
の
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
博

士
課
程
の
郭
詠
華
氏
（
当
時
）
に
労
を
執
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

日
本
の
国
会
図
書
館
所
蔵
の
明
治
期
の
法
学
通
論
書
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
検
索
し
、
か
つ
そ
の
内
容
の
ス
キ
ャ
ン
画
像
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
。http://iss.ndl.go.jp/books?datefrom

=1868&
rft.title=%

E6%
B3%

95%
E5%

A
D

%
A

6%
E9%

80%
9A

%
E8%

A
B%

9
6&

m
ediatypes%

5b%
5d=1&

m
ediatypes%

5b%
5d=6&

dateto=1912&
search_m

ode=advanced

参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
一

八
年
二
月
二
一
日
）

こ
の
骨
の
折
れ
る
収
集
作
業
は
台
湾
大
学
法
律
学
院
博
士
課
程
の
林
峰
寧
氏
が
行
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

筆
者
は
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
〇
日
に
早
稲
田
大
学
に
日
本
近
代
法
制
史
の
専
門
家
の
浅
古
弘
教
授
を
訪
ね
、
前
掲
の
四
三
名
の
法
学
者
リ

ス
ト
か
ら
、
学
術
的
影
響
力
を
基
準
に
一
六
名
の
法
学
者
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
本
研
究
の
完
成
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。
そ
の
後
筆
者
が
植
民
地
台
湾
で
奉
職
し
て
い
た
増
田
福
太
郎
を
加
え
た
た
め
、
計
一
七
名
と
な
る
。

織
田
萬
（
劉
崇
佑
訳
）『
法
学
通
論
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
〇
七
年
）、
岡
田
朝
太
郎
『
法
学
通
論
』（
中
外
印
刷
株
式
会
社
、
七
版
、
一
九

二
〇
年
）、
梅
謙
次
郎
講
述
・
牧
野
英
一
補
修
『
法
学
通
論
』（
法
政
大
学
、
七
版
、
一
九
一
四
年
）
を
含
む
。

著
者
は
台
湾
に
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
京
都
大
学
博
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
た
林
政
佑
氏
に
、
日
本
の
現
地
で
な
け
れ
ば
入
手
不
可
能
な
資

料
、
例
え
ば
京
都
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
田
三
良
『
法
学
通
論
』（
明
治
大
学
出
版
部
、
版
不
明
、
一
九
〇
四
年
。
初
版
は
一
九
〇

〇
年
と
推
測
さ
れ
る
）
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
王
泰
升
・
前
掲
注
（
3
）
三
〇
～
三
八
頁
参
照
。

表
二
所
掲
の
民
国
中
国
の
法
学
通
論
書
の
作
者
の
中
で
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
統
治
下
の
中
国
に
残
留
し
、
一
九
四
九
年
以
降
の
中
国
法

学
の
発
展
に
参
加
し
た
者
は
少
数
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
李
景
禧
・
劉
子
崧
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
の
各
著
作
の
作
者
に
つ
い
て
の
紹

介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

手
塚
豊
『
明
治
法
学
教
育
史
』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
八
年
）
三
～
五
、
八
～
一
二
、
二
一
～
二
二
頁
参
照
。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
九
〇
～
九
一
頁
参
照
。

小
石
川
裕
介
「
法
教
育
と
法
学
の
始
ま
り
」
高
谷
知
佳
・
小
石
川
裕
介
編
『
日
本
法
史
か
ら
何
が
み
え
る
か
：
法
と
秩
序
の
歴
史
を
学
ぶ
』

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
二
二
〇
～
二
二
一
頁
参
照
。

小
石
川
・
前
掲
注
（
26
）
二
二
二
～
二
二
三
頁
参
照
。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
一
〇
六
、
一
九
二
～
一
九
三
、
一
九
九
、
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
参
照
。

明
治
大
学
史
資
料
中
心
編
『
明
治
大
学
小
史
：
強
調
「
個
性
」
的
大
学
之
1 

3 

0
年
』（
明
治
大
学
、
二
〇
一
一
年
）
四
頁
参
照
〔
同
書
は

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
明
治
大
学
小
史
：〈
個
〉
を
強
く
す
る
大
学
1 

3 

0
年
』（
学
文
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
中
国
語
版
で
あ
る
〕。

そ
の
学
則
お
よ
び
科
目
表
に
つ
い
て
は
明
治
大
学
史
資
料
中
心
・
前
掲
注
（
29
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
参
照
。「
性
法
」
と
は
「
天
ノ
賦
ス

ル
所
良
知
ノ
悟
ル
所
道
理
ノ
顕
ハ
ス
所
ノ
訓
戒
〔
中
略
─
─
引
用
文
〕
法
ノ
規
則
」
と
さ
れ
、
契
約
自
由
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
契
約
法
の
原
理
は

「
性
法
」
を
基
礎
と
す
る
と
さ
れ
る
（
村
上
一
博
『
日
本
近
代
法
学
の
搖
籃
と
明
治
法
律
学
校
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
～

二
七
、
三
〇
頁
参
照
）。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
一
〇
八
～
一
一
一
、
一
一
六
～
一
一
七
、
一
二
四
頁
、
山
中
永
之
佑
ほ
か
（
堯
嘉
寧
・
阿
部
由
理
香
・
王
泰
升
・
劉

晏
齊
訳
）『
新
日
本
近
代
法
論
』（
五
南
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
二
～
二
四
四
頁
参
照
。

穂
積
重
行
『
明
治
一
法
学
者
の
出
発
：
穂
積
陳
重
を
め
ぐ
っ
て
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
二
七
四
～
二
七
五
頁
参
照
。
法
学
通
論
科

目
の
明
治
日
本
に
お
け
る
起
源
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
伊
藤
孝
夫
教
授
か
ら
懇
切
丁
寧
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
四
八
一
頁
参
照
。

穂
積
・
前
掲
注
（
32
）
三
九
二
頁
。

穂
積
・
前
掲
注
（
32
）
三
九
二
頁
参
照
。

潮
見
俊
隆
・
利
谷
信
義
編
『
日
本
の
法
学
者
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）
五
八
頁
、
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
・
前
掲
注

（
33
）
四
八
一
～
四
八
二
頁
参
照
。

林
峰
寧
は
日
本
の
国
会
図
書
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
明
治
期
の
法
学
緒
論
書
を
収
集
・
考
察
し
、
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
学
者
の

著
作
を
発
見
し
た
。
例
え
ば
エ
ス
ク
バ
ッ
ク
（
神
山
亨
太
郎
・
渡
辺
輝
之
助
訳
）『
法
学
通
論
』（
牧
野
書
房
、
一
八
八
九
年
）
で
あ
る
。
同
書
は

Eschbach, Louis Prosper A
uguste, Introduction générale à lʼétude de droit, Cotillon, 1856 

の
翻
訳
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
著

はhttps://archive.org/details/introductiongn00esch

参
照
）。
も
っ
と
も
、
原
著
は
大
き
く
二
つ
の
内
容
に
分
か
れ
る
が
、
邦
訳
版
に
は

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

第
一
部
分
し
か
な
い
。
こ
の
ほ
か
ペ
・
ナ
ミ
ュ
ー
ル
（
河
地
金
代
訳
）『
法
学
通
論
：
一
名
・
法
学
初
歩
』（
時
習
社
、
一
八
八
六
年
）
は
、

N
am

ur, Parfait, Cours dʼencyclopédie du droit, Introduction générale à lʼétude du droit, Bruylant-Christophe, 1875 

の
翻
訳

で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
著
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
図
書
館
蔵
書: N

otice n

°: FRBN
F31002778

）。

寺
崎
昌
男
・
酒
井
豊
「
東
京
大
学
所
蔵
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
関
係
資
料
」
東
京
大
学
史
紀
要
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
二
～
一
四
頁
参

照
。
同
条
規
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
私
立
五
校
は
毎
月
の
課
業
時
間
割
表
、
定
期
試
験
の
時
間
割
表
お
よ
び
成
績
表
を
帝
国
大
学
に
提
出
し
、
そ
の

指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
対
し
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
そ
の
卒
業
生
の
中
で
帝
国
大
学
総
長
に
よ
り

優
等
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
法
科
大
学
で
行
う
司
法
官
吏
立
会
い
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
合
格
し
て
及
第
証
書
を
交
付
さ
れ
れ

ば
、
判
事
登
用
試
験
免
除
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
八
七
年
一
〇
月
に
そ
の
試
験
が
実
施
さ
れ
、
計
一
八
名
の
私
立
法
律
学
校
学

生
が
及
第
し
、
同
年
一
二
月
に
全
員
が
判
事
登
用
の
た
め
の
口
述
試
験
に
合
格
し
、
判
事
試
補
に
登
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
帝
国
大
学
総
長
が

私
立
法
律
学
校
の
教
育
内
容
に
介
入
し
、
私
立
法
律
学
校
を
直
接
監
督
し
、
か
つ
卒
業
生
の
資
質
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
、
日
本
の
大
学
史
上
で

前
例
の
な
い
制
度
で
あ
っ
た
（
明
治
大
学
史
資
料
中
心
・
前
掲
注
（
29
）
九
～
一
〇
頁
、
小
石
川
・
前
掲
注
（
26
）
二
三
二
頁
参
照
）。

第
一
年
の
課
程
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
律
科
が
法
学
通
論
、
民
法
（
人
事
篇
）、
民
法
（
財
産
篇
）、
刑
法
、
ド
イ
ツ
法
律
科
は
法
学
通

論
、
民
法
人
権
、
民
法
物
権
、
刑
法
、
イ
ギ
リ
ス
法
律
科
は
法
学
通
論
、
契
約
法
、
私
犯
法
（
す
な
わ
ち
不
法
行
為
法
）、
代
理
法
、
刑
法
で
あ

っ
た
（
寺
崎
・
酒
井
・
前
掲
注
（
38
）
一
三
、
一
六
～
一
七
頁
参
照
）。

劉
恒
妏
「
從
知
識
継
受
與
学
科
定
位
論
百
年
来
台
湾
法
学
教
育
之
変
遷
」（
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
研
究
所
博
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
）
四

四
頁
参
照
。

劉
恒
妏
・
前
掲
注
（
40
）
四
六
～
四
七
頁
参
照
。

『
官
報
』
一
四
五
二
号
（
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
五
月
五
日
）
四
九
頁
参
照
。
同
規
則
二
条
に
列
挙
さ
れ
た
一
五
科
目
は
「
法
理
学
、

法
学
通
論
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
訴
訟
法
、
刑
法
、
治
罪
法
、
商
法
、
国
際
法
、
財
政
学
、
理
財
学
、
統
計
学
、
史
学
、
論
理
学
」
で
あ
っ

た
。「
特
別
認
可
学
校
」
に
選
ば
れ
た
の
は
、
元
々
「
特
別
監
督
条
規
」
下
に
あ
っ
た
五
大
法
律
学
校
の
ほ
か
、
獨
逸
学
協
会
学
校
・
東
京
フ
ラ

ン
ス
学
校
も
あ
り
、
私
立
法
律
学
校
七
校
で
あ
っ
た
（
明
治
大
学
史
資
料
中
心
・
前
掲
注
（
29
）
一
一
頁
参
照
）。

明
治
大
学
史
資
料
中
心
・
前
掲
注
（
29
）
一
一
頁
参
照
。

村
上
・
前
掲
注
（
30
）
一
、
三
～
六
、
八
頁
参
照
。

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）
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村
上
・
前
掲
注
（
30
）
二
五
～
二
六
、
三
〇
頁
、
三
七
頁
の
注
（
14
）
参
照
。

当
時
は
名
称
は
異
な
る
が
、
実
質
的
に
は
法
学
通
論
に
似
た
通
信
教
育
教
材
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
手
塚
太
郎
『
通
信
教
授
法
律
学
（
前
・
後

篇
）』（
通
信
講
学
会
、
一
八
八
九
年
）
で
あ
る
。
同
書
と
手
塚
が
後
に
執
筆
し
た
『
法
学
通
論
』（
日
本
同
盟
法
学
会
、
一
八
九
三
年
）
の
目
次

を
比
べ
る
と
、
類
似
点
は
多
い
が
、
後
者
の
方
が
詳
細
で
あ
る
（
表
一
─
四
参
照
）。

早
稲
田
大
学
『
東
京
専
門
学
校
年
報
明
治
十
五
年
度
』（
新
橋
総
十
郎
町
国
文
社
活
版
、
一
九
八
二
年
複
製
）
八
、
一
七
頁
参
照
。
同
書
は

早
稲
田
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
た
浅
古
弘
教
授
か
ら
ご
恵
与
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

「
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
関
係
資
料
」
に
よ
れ
ば
、
東
京
専
門
学
校
の
課
程
に
法
学
通
論
は
あ
っ
た
が
、
担
当
教
員
が
誰
で
あ
っ
た
か
は

記
さ
れ
て
い
な
い
（
寺
崎
・
酒
井
・
前
掲
注
（
38
）
五
八
～
五
九
頁
参
照
）。

表
一
─
八
の
山
田
三
良
講
述
『
法
学
通
論
』
は
一
九
〇
四
年
に
明
治
大
学
出
版
部
か
ら
出
版
し
た
版
で
あ
る
が
、
山
田
の
『
法
学
通
論
』
の

最
初
の
版
は
、
一
九
〇
〇
年
に
早
稲
田
大
学
出
版
社
か
ら
出
版
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

東
京
帝
国
大
学
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
（
上
）』（
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
三
二
年
）
一
一
一
七
～
一
一
二
〇
頁
、
東
京
大
学
百
年
史
編

集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

部
局
史
一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
四
三
頁
参
照
。

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
・
前
掲
注
（
50
）
四
八
頁
参
照
。

秦
郁
彦
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
四
六
〇
頁
、
潮
見
・
利
谷
・
前
掲
注
（
36
）
七
一
頁
参
照
。

秦
・
前
掲
注
（
52
）
四
五
九
～
四
六
〇
頁
。

穂
積
重
遠
は
そ
の
著
書
『
法
理
学
大
綱
』
に
お
い
て
「
本
書
は
著
者
が
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
於
て
担
任
す
る
法
理
学
講
座
の
為
め
の

講
義
案
と
し
て
編
成
し
た
る
も
の
な
り
…
…
講
義
時
間
は
一
学
年
約
三
十
週
間
一
週
三
時
間
づ
つ
な
り
…
…
本
書
の
為
め
に
全
般
に
亘
り
て
主
と

し
て
参
考
せ
る
は
左
記
の
諸
書
な
り
。
…
…
穂
積
陳
重
博
士　

法
理
学
講
義
筆
記
（
明
治
四
十
年
度
）」
と
述
べ
た
（
穂
積
重
遠
（
李
鶴
鳴
訳
）

『
法
理
学
大
綱
（
政
法
叢
書
）』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
。
初
版
は
一
九
二
八
年
）
の
「
緒
言
」
一
頁
）〔
邦
訳
に
際
し
て
は
穂
積
重
遠

『
法
理
学
大
綱
』（
岩
波
書
店
、
一
三
版
、
一
九
二
一
年
）
の
「
緒
言
」
一
～
二
頁
参
照
〕。

そ
の
科
目
表
に
つ
い
て
は
王
泰
升
『
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
院
史
（
1 
9 
2 
8
～
2 

0 

0 

0
）：
台
大
法
学
教
育
的
回
顧
』（
国
立
台
湾
大

学
法
律
学
院
、
二
〇
〇
二
年
）
二
九
～
三
一
頁
参
照
。

徐
聖
凱
「
日
治
時
期
台
北
高
等
学
校
之
研
究
」
国
立
台
湾
師
範
大
学
台
湾
史
研
究
所
修
士
論
文
（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
二
、
一
八
二
頁
、

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

「
表
五
─
一
─
二
：
第
一
─
一
八
届
畢
業
生
選
読
大
学
、
領
域
」〔
第
一
～
一
八
期
卒
業
生
の
進
学
大
学
・
領
域
」〕
に
お
け
る
「
文
政
学
部
領

域
」
参
照
。

増
田
福
太
郎
『
法
学
序
説
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
六
年
）
の
「
自
序
」
一
頁
参
照
。
思
想
レ
ベ
ル
に
お
け
る
増
田
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、

呉
豪
人
『
殖
民
地
的
法
学
者
：「
現
代
」
楽
園
的
漫
遊
者
群
像
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
七
年
）
一
八
〇
～
一
八
二
、
一
九
〇
～
二

〇
四
頁
参
照
。

台
北
帝
大
文
政
学
部
政
学
科
の
教
員
名
簿
に
は
増
田
福
太
郎
は
見
当
た
ら
な
い
（
陳
昭
如
・
傅
家
興
「
文
政
学
部
─
政
学
科
簡
介
」

A
cadem

ia
─
台
北
帝
国
大
学
研
究
通
訊
創
刊
号
（
一
九
九
六
年
）
三
八
～
四
八
頁
参
照
）。

林
礽
乾
等
総
編
輯
『
台
湾
文
化
事
典
』（
国
立
台
湾
師
範
大
学
人
文
教
育
研
究
中
心
、
二
〇
〇
四
年
）
九
六
五
頁
参
照
。
台
北
帝
大
農
学
科

の
科
目
表
に
「
農
業
法
律
学
」
お
よ
び
「
農
業
法
律
学
演
習
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一
九
三
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
元
々
は
な
か
っ
た
（
李
文
良

「
理
農
学
部
─
農
学
科
簡
介
」A

cadem
ia

─
台
北
帝
国
大
学
研
究
通
訊
創
刊
号
（
一
九
九
六
年
）
一
五
三
～
一
五
八
頁
参
照
）。
増
田
福
太
郎

は
一
九
三
六
年
に
台
北
農
林
学
会
報
一
巻
二
号
で
「
農
業
法
研
究
の
現
状
」
を
発
表
し
た
（
増
田
・
前
掲
注
（
57
）
八
八
頁
参
照
）。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
一
九
〇
～
一
九
二
頁
参
照
。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
一
九
八
、
二
〇
五
～
二
〇
七
頁
参
照
。

手
塚
・
前
掲
注
（
24
）
二
一
〇
～
二
一
一
、
二
一
七
～
二
一
八
、
二
三
八
～
二
三
九
、
二
二
四
～
二
二
五
頁
参
照
。

立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
集
『
立
命
館
百
年
史　

通
史
（
第
一
巻
）』（
立
命
館
大
学
、
一
九
九
九
年
）
八
～
九
、
一
一
八
～
一
一
九
頁
、

同
『
立
命
館
百
年
史　

資
料
編
（
第
一
巻
）』（
立
命
館
大
学
、
一
九
九
九
年
）
一
四
九
頁
参
照
〔
以
下
の
引
用
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
立
命

館
百
年
史
・
通
史
』、『
立
命
館
百
年
史
・
資
料
編
』
と
略
す
〕。
両
書
の
収
集
・
整
理
に
つ
い
て
は
林
政
佑
博
士
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ

に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』
一
二
〇
頁
参
照
。

『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』
一
八
四
頁
、『
立
命
館
百
年
史
・
資
料
編
』
一
九
二
頁
参
照
。

『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』
一
九
一
～
一
九
二
頁
、『
立
命
館
百
年
史
・
資
料
編
』
二
三
三
、
二
三
八
、
二
五
四
～
二
五
五
、
二
六
三
頁
参

照
。

『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』
二
五
五
、
二
五
七
、
二
六
〇
頁
、『
立
命
館
百
年
史
・
資
料
編
』
三
三
五
頁
参
照
。

（
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翻　　　訳

『
立
命
館
百
年
史
・
通
史
』
二
九
八
頁
、『
立
命
館
百
年
史
・
資
料
編
』
四
八
〇
～
四
八
一
、
六
七
四
～
六
七
六
、
七
六
九
～
七
七
〇
頁
参

照
。

日
本
国
会
図
書
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
トhttp://iss.ndl.go.jp/books?datefrom
=1868&

rft.title=%
E6%

B3%
95%

E5%
A

D
%

A
6%

E9%
80%

9A
%

E8%
A

B%
96&

m
ediatypes[]=1&

m
ediatypes[]=6&

dateto=1912&
search_m

ode=advanced

参
照
（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
一

八
年
六
月
二
四
日
）。

こ
こ
で
は
日
本
の
国
会
図
書
館
の
目
録
に
基
づ
き
、
五
十
音
お
よ
び
出
版
年
の
先
後
の
順
に
、
各
書
の
作
者
・
書
名
・
出
版
者
・
出
版
年
を

列
記
す
る
。
す
な
わ
ち
奥
田
義
人
述
『
法
学
通
論
（
英
吉
利
法
律
学
校
第
一
年
級
講
義
録
）』（
英
吉
利
法
律
学
校
、
一
八
八
九
年
）、
三
宅
恒
徳

述
、
首
藤
貞
吉
編
『
法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
第
一
年
級
法
学
部
講
義
）』（
東
京
専
門
学
校
、
一
八
八
九
年
）、
岸
本
辰
雄
述
『
法
学
通
論
』

（
明
治
法
律
学
校
講
法
会
、
一
八
九
〇
年
）、
中
村
忠
雄
述
『
法
学
通
論
（
東
京
文
学
院
第
一
年
級
講
義
録
）』（
東
京
文
学
院
、
一
八
九
〇
年
）、

窪
田
静
太
郎
述
『
法
学
通
論
』（
出
版
者
不
明
、
一
八
九
三
年
）、
織
田
萬
述
『
法
学
通
論
（
和
仏
法
律
学
校
第
三
期
講
義
録
）』（
和
仏
法
律
学
校
、

一
八
九
四
年
）、
児
玉
錦
平
述
、
萩
原
八
十
吉
記
『
法
学
通
論
・
法
例
講
義
』（
戸
田
直
秀
、
一
八
九
四
年
）、
畑
良
太
郎
述
『
法
学
通
論
講
義

（
和
仏
法
律
学
校
第
二
期
講
義
録
）』（
和
仏
法
律
学
校
、
一
八
九
四
年
）、
中
村
進
午
述
『
法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
行
政
科
第
九
回
一
年
級

講
義
録
）』（
東
京
専
門
学
校
、
一
八
九
六
年
）、
岡
村
司
述
『
法
学
通
論
（
明
治
法
律
学
校
三
二
年
度
一
学
年
講
義
録
）』（
明
治
法
律
学
校
、
一

八
九
九
年
）、
肥
田
平
次
郎
述
『
法
学
通
論
（
東
京
法
学
院
三
二
年
度
一
年
級
講
義
録
）』（
東
京
法
学
院
、
一
八
九
九
年
）、
山
田
三
良
講
述
『
法

学
通
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
〇
年
）、
鈴
木
喜
三
郎
述
『
法
学
通
論
（
東
京
専
門
学
校
政
治
経
済
科
第
六
回
一
学
年
講
義
録
）』（
東

京
専
門
学
校
出
版
部
、
一
九
〇
〇
年
）、
三
潴
信
三
述
『［
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
講
義
録
］
四　

法
学
通
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九

〇
〇
年
）、
宮
本
平
九
郎
述
『
法
学
通
論
（
明
治
法
律
学
校
三
三
年
度
一
学
年
講
義
録
）』（
明
治
法
律
学
校
講
法
会
、
一
九
〇
〇
年
）、
中
島
玉
吉

述
『
法
学
通
論
（
和
仏
法
律
学
校
三
五
年
度
一
学
年
講
義
録
）』（
和
仏
法
律
学
校
、
一
九
〇
二
年
）、
島
田
俊
雄
述
『
法
学
通
論
（
日
本
大
学
三

七
年
度
第
一
年
級
法
学
講
義
録
）』（
日
本
大
学
、
一
九
〇
四
年
）、
梅
謙
次
郎
講
述
『
法
学
通
論
』（
法
政
大
学
、
一
九
〇
九
年
）、
筧
克
彦
述

『
法
学
通
論
（
日
本
大
学
四
三
年
度
法
科
第
一
学
年
講
義
録
）』（
日
本
大
学
、
一
九
一
〇
年
）
の
計
一
九
冊
で
あ
る
。

日
本
の
国
会
図
書
館
の
目
録
に
基
づ
き
、
各
書
の
出
版
年
の
先
後
の
順
に
、
各
書
の
作
者
・
書
名
・
出
版
者
・
出
版
年
を
列
記
す
る
。
ペ
・

ナ
ミ
ュ
ー
ル
著
（
河
地
金
代
訳
）『
法
学
通
論
：
一
名
・
法
学
初
歩
』（
時
習
社
、
一
八
八
六
年
）、
山
田
喜
之
助
著
『
法
学
通
論
』（
博
聞
社
、
一

八
八
七
年
）、
牧
児
馬
太
郎
著
『
法
学
通
論
（
政
治
学
経
済
学
法
律
学
講
習
全
書
）』（
博
文
館
、
一
八
八
九
年
）、
手
塚
太
郎
著
『
法
学
通
論
』

（
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東アジアにおける法学の伝播経路（一）　

（
日
本
同
盟
法
学
会
、
一
八
九
三
年
）、
磯
谷
幸
次
郎
著
『
法
学
通
論
（
日
本
法
律
学
校
正
科
講
義
録
）』（
日
本
法
律
学
校
編
輯
部
、
一
八
九
六

年
）、
羽
生
慶
三
郎
著
『
法
学
通
論
』（
東
華
堂
、
一
八
九
九
年
）、
西
本
辰
之
助
著
『
法
学
通
論
（
経
済
学
講
義
）』（
時
事
新
報
出
版
部
、
一
九

〇
〇
年
）、
後
藤
本
馬
著
『
実
用
問
答
法
学
通
論
』（
青
木
嵩
山
堂
、
一
九
〇
〇
年
）、
松
尾
国
太
郎
著
『
法
学
通
論
』（
高
等
成
師
学
会
、
一
九
〇

二
年
）、
山
田
正
賢
著
、
柿
崎
欽
吾
閲
『
警
察
学
校
：
法
学
通
論
』（
警
法
学
会
ほ
か
、
一
九
〇
二
年
）、
鵜
沢
総
明
著
『
法
学
通
論
（
明
治
法
律

学
校
三
六
年
度
一
学
年
講
義
録
）』（
明
治
法
律
学
校
講
法
会
、
一
九
〇
三
年
）、
平
島
及
平
著
『
法
学
通
論
』（
泰
東
同
文
局
、
一
九
〇
七
年
）、

岡
田
朝
太
郎
著
『
法
学
通
論
』（
富
山
房
・
有
斐
閣
、
一
九
〇
八
年
）、
福
田
庫
文
司
・
秋
野
沆
著
『
法
学
通
論
』（
修
学
堂
、
一
九
〇
八
年
）、
草

刈
融
著
『
簡
易
法
学
通
論
』（
松
華
堂
、
一
九
〇
九
年
）、
飯
島
喬
平
著
『
法
学
通
論
（
早
稲
田
大
学
四
三
年
度
法
律
科
・
政
治
経
済
科
講
義

録
）』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
〇
年
）
の
計
一
六
冊
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
法
学
通
論
」
以
外
の
書
名
を
用
い
る
作
者
も
極
少
数
な
が
ら
い

た
。
例
え
ば
大
島
誠
治
著
『
法
学
入
門
』（
金
港
堂
、
一
八
八
七
年
）、
鮫
島
東
四
郎
述
『
法
学
入
門
：
言
文
一
致
』（
博
文
館
、
一
九
〇
三
年
）、

佐
原
竹
堂
著
『
法
学
入
門
』（
稲
生
館
、
一
九
〇
九
年
）
で
あ
る
。

三
瀦
信
三
『
近
世
法
学
通
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
一
八
年
）
の
「
本
書
ノ
目
的
及
ヒ
内
容
ニ
付
テ
」
四
頁
参
照
。
同
書
中
表
紙
に
は
三
瀦
が

「
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
」、「
法
学
博
士
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

山
田
喜
之
助
は
一
八
八
二
年
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
一
八
八
六
年
七
月
に
東
京
控
訴
院
詰
と
な
り
、
一
八
八
七
年
一
二
月
に
大
審

院
詰
に
転
任
し
、
一
八
九
〇
年
に
大
審
院
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
一
八
九
八
年
に
司
法
次
官
に
就
任
し
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
五
四

六
～
五
四
七
頁
参
照
）。

奥
田
義
人
は
一
八
八
四
年
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
一
八
八
七
年
九
月
に
農
商
務
省
参
事
官
に
就
任
し
、
一
八
八
九
年
五
月
に
農
商

務
大
臣
秘
書
官
兼
参
事
官
へ
と
転
任
し
た
。
一
九
〇
三
年
一
月
に
法
学
博
士
号
を
取
得
し
、
一
九
〇
三
年
三
月
か
ら
一
九
〇
八
年
三
月
ま
で
衆
議

院
議
員
を
務
め
、
一
九
〇
五
年
に
再
び
『
法
学
通
論
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
後
は
文
部
大
臣
、
司
法
大
臣
、
中
央
大
学
学
長
、
東
京
市
長
を
歴
任

し
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
一
二
八
頁
参
照
）。

岸
本
辰
雄
は
一
八
七
六
年
に
司
法
省
法
学
校
を
、
一
八
七
九
年
に
パ
リ
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
一
八
八
一
年
に
友
人
と
共
に
明
治
法
律
学

校
を
創
立
し
、
一
八
八
八
年
に
同
校
が
校
長
制
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
初
代
校
長
に
就
任
し
た
。
司
法
省
参
事
官
等
を
歴
任
し
た
後
、
一
八
九
〇

年
一
一
月
に
大
審
院
判
事
に
任
じ
ら
れ
、
一
八
九
三
年
に
弁
護
士
登
録
し
、
東
京
弁
護
士
会
会
長
に
就
い
た
（
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『
明
治
大
学
小
史
：
人
物
編
』（
明
治
大
学
、
二
〇
一
一
年
）
四
～
五
頁
参
照
）。

（
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手
塚
太
郎
は
司
法
省
法
学
校
を
卒
業
し
た
明
治
・
大
正
時
代
の
司
法
官
で
あ
り
、
名
古
屋
控
訴
院
検
察
長
、
長
崎
控
訴
院
長
を
歴
任
し
た

（
上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
五
八
頁
参
照
）。

手
塚
・
前
掲
注
（
71
）
の
「
自
序
」
三
頁
。

織
田
萬
は
一
八
九
二
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
律
学
科
（
仏
法
）
を
卒
業
し
た
後
に
同
大
学
院
に
入
学
し
、
一
八
九
三
年
八
月
か
ら
一
八

九
六
年
五
月
ま
で
東
京
専
門
学
校
講
師
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
で
行
政
法
お
よ
び
国
法
学
を
研
究
し
た
。
一
八
九
九
年
九
月

か
ら
一
九
三
〇
年
一
二
月
ま
で
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
と
な
り
、
行
政
法
講
座
を
担
任
す
る
と
共
に
、
一
九
〇
一
年
一
月
か
ら
一
九
〇
七

年
五
月
ま
で
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
長
を
務
め
た
。
一
九
〇
一
年
六
月
に
法
学
博
士
号
取
得
。
一
九
一
四
年
四
月
か
ら
一
九
二
七
年
八
月
ま
で

立
命
館
大
学
教
頭
、
一
九
一
七
年
一
二
月
か
ら
一
九
二
二
年
五
月
ま
で
関
西
大
学
長
を
兼
任
し
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
一
三
五
頁
参
照
）。

中
村
進
午
は
一
八
九
四
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
政
治
科
卒
業
後
に
同
大
学
院
に
進
学
し
、
一
八
九
四
年
九
月
か
ら
一
八
九
七
年
一
月
ま
で

東
京
専
門
学
校
講
師
を
務
め
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
で
国
際
法
お
よ
び
西
洋
外
交
史
を
研
究
し
た
。
一
九
〇
一
年
六
月
に
法
学
博
士
号
取

得
。
一
九
〇
七
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
教
授
に
就
任
し
、
一
九
一
〇
年
二
月
か
ら
一
九
二
〇
年
三
月
ま
で
同
法
科
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
複
数

の
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
三
七
六
頁
参
照
）。

鈴
木
喜
三
郎
は
一
八
九
一
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
律
学
科
（
仏
法
）
を
卒
業
し
て
司
法
界
に
入
り
、
一
八
九
八
年
七
月
に
東
京
控
訴
院

判
事
に
、
一
九
〇
二
年
九
月
に
は
同
部
長
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
審
院
判
事
、
司
法
次
官
、
貴
族
院
議
員
、
検
事
総
長
、
司
法
大
臣
、
内
務
大

臣
、
衆
議
院
議
員
、
政
友
会
総
裁
等
を
歴
任
し
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
二
八
一
頁
参
照
）。

山
田
三
良
は
一
八
九
六
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
律
学
科
（
英
法
）
卒
業
後
に
同
大
学
院
に
進
学
し
、
一
八
九
七
年
四
月
に
国
際
私
法
研

究
の
た
め
に
欧
米
に
留
学
し
、
一
九
〇
〇
年
五
月
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
助
教
授
に
就
任
し
、
一
九
〇
一
年
八
月
に
同
大
学
教
授
・
国
際
私
法
講

座
担
任
と
な
っ
た
。
一
九
〇
二
年
七
月
に
法
学
博
士
号
取
得
。
そ
の
後
、
京
城
帝
国
大
学
総
長
、
日
本
学
士
院
長
を
歴
任
し
た
（
秦
・
前
掲
注

（
52
）
五
四
七
頁
参
照
）。

鵜
澤
総
明
は
一
八
九
九
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
（
独
法
）
卒
業
後
、
同
大
学
院
に
進
学
し
、
弁
護
士
登
録
し
、
一
九
〇
一
年
六
月
に
明
治

法
律
学
校
講
師
、
一
九
二
〇
年
に
明
治
大
学
法
学
部
長
、
一
九
三
四
年
九
月
か
ら
一
九
三
八
年
八
月
ま
で
と
、
一
九
四
三
年
七
月
か
ら
一
九
四
六

年
四
月
ま
で
明
治
大
学
総
長
を
歴
任
し
た
。
一
九
〇
八
年
三
月
に
法
学
博
士
号
取
得
。
一
九
三
一
年
四
月
か
ら
一
九
三
三
年
三
月
ま
で
第
一
東
京

弁
護
士
会
長
、
一
九
四
六
年
五
月
か
ら
一
九
四
八
年
一
一
月
ま
で
東
京
裁
判
弁
護
人
（
弁
護
団
長
）
を
務
め
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
八
二
頁
参
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照
）。京

都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
伊
藤
孝
夫
教
授
は
二
〇
一
八
年
三
月
二
七
日
に
筆
者
と
面
談
し
た
際
に
、
す
で
に
こ
の
点
を
指
摘
し
て
い

た
。

岡
田
朝
太
郎
が
清
末
中
国
か
ら
招
聘
さ
れ
た
際
の
最
も
主
要
な
任
務
は
、
清
朝
の
た
め
に
西
洋
式
の
刑
事
法
典
を
編
纂
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
同
時
に
京
師
法
律
学
堂
、
京
師
法
政
学
堂
で
法
学
通
論
を
含
む
科
目
を
教
授
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
黄
源
盛
『
法
律
継
受
與
近
代
中
国
法
』

（
黄
若
喬
、
二
〇
〇
七
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁
参
照
）。

梅
謙
次
郎
は
一
八
八
四
年
七
月
に
司
法
省
法
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
一
八
八
六
年
二
月
に
法
律
学
研
究
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
。

一
八
九
〇
年
八
月
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
一
八
九
一
年
八
月
に
法
学
博
士
号
を
取
得
し
、
一
八
九
三
年
九
月
に
民
法
第
二
講
座

担
任
と
な
る
と
共
に
、
日
本
民
法
典
の
起
草
に
参
与
し
、
一
八
九
七
年
六
月
に
同
法
科
大
学
長
に
就
任
し
た
。
一
八
九
九
年
一
月
か
ら
一
九
〇
〇

年
一
〇
月
ま
で
、
ま
た
一
九
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
和
仏
法
律
学
校
長
、
一
九
〇
三
年
八
月
か
ら
一
九
一
〇
年
八
月
ま
で
は
法
政
大
学
総
理
を
務
め

た
。
清
末
中
国
に
お
け
る
法
律
人
才
の
養
成
お
よ
び
立
法
事
業
の
推
進
に
も
協
力
し
た
。
一
九
〇
六
年
六
月
に
韓
国
政
府
法
律
顧
問
に
就
任

（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
八
七
頁
、
潮
見
・
利
谷
・
前
掲
注
（
36
）
八
三
～
八
九
頁
参
照
）。

筧
克
彦
は
一
八
九
七
年
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
法
律
学
科
（
英
法
）
を
卒
業
し
、
同
大
学
院
に
進
学
し
、
一
八
九
八
年
六
月
に
行
政
法
研
究

の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
。
一
九
〇
〇
年
六
月
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
助
教
授
に
就
任
し
、
一
九
〇
三
年
に
同
教
授
・
行
政
法
第
二
講

座
担
任
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
八
月
に
法
学
博
士
号
取
得
。
上
杉
慎
吉
が
逝
去
し
、
直
系
の
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
筧
克
彦
が
一
九
二

八
年
に
憲
法
第
二
講
座
担
任
と
な
り
、
一
九
三
一
年
に
法
理
学
講
座
担
任
と
な
っ
た
。
そ
の
主
張
は
、
神
道
と
は
日
本
の
国
体
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
天
皇
制
の
精
神
に
つ
な
が
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
秦
・
前
掲
注
（
52
）
一
四
四
頁
、
呉
豪
人
・
前
掲
注
（
57
）
一
八
二
～
一
八
九
頁
参
照
）。

牧
野
英
一
は
一
九
〇
七
年
一
〇
月
に
東
京
帝
大
法
科
大
学
助
教
授
兼
検
事
・
刑
法
講
座
担
任
と
な
り
、
一
九
一
〇
年
九
月
か
ら
刑
法
研
究
の

た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
、
一
九
一
三
年
七
月
に
同
法
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
一
九
一
四
年
七
月
に
法
学
博
士
号
を
取
得
し
た
（
秦
・
前

掲
注
（
52
）
四
六
九
頁
参
照
）。
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